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1.1.2　　　U血t Stand_al･ds : Stand,al･d lの下位項目
1.1.3a Unit St,andards(Standar且1 : 1a-C)のルーブリック











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3機関は､教員養成にかかわるNCATE (National Council forAccreditation of
Teacher Ed.ucation) ､教員免許評定段階にかかわるINTASC (Interstate New ･
2 .NCATEは､ 1954年に設立された教員養成機関に特化した専門分野別認証機関であるo主な活動は3つあり､
それらは､ ①認証基準の改訂､ ②州との共同関係､ (訓日間新任教員評価支援協議会(tmterstate New Teacher
Assessment and Support Consortium: I'NTASC) ､全米教職専門基準委員会(National B｡ard fo, Pmfessi｡nal
Teaching Standards; NBPTS)との連携であるとされるo NCATE設立母団体となったのは､ AACTE (the American
Association of College for Teacher Education) ､ NASDTEC(the NationalAssociation of State Directors of
Teacher Education) ､ NEA(the National Education Association) ､ CCSSO ( the CourlCil of Chief State School
officers) ､ NSBA( the National School Boards Association)の5団体であった0







高い基準を満たす教員に対しては優秀教員証明書(National Board Cert抗cation; NBC)を発行している0
11
第1章
Teacher Assessment and. Support lConsortium) ､現職教員の力量形成段階にか
































































































巨ユ  書くこと､過程を通して考えること 
(Writing:TもinkingthroughthePl.OCeSS) 
2 倆 檍/ ,･X,Hｧxｸﾈ5(7X6ｨ6X4( ｸ/ ﾕﾉ'ｨ+x.Ej Fナ a BuildingaClassroomCoⅢ皿nnibthroughSocialStudies) 
3 Hｧx/ 怦ｧx,i9ﾘﾘx+x.宙uF蹤Vw& F匁tﾖ F ﾖ F5v友6坊R
4 ﾈ惠,ﾉ/ I i6ｸ,ﾈｧx ﾘ,ﾈﾗhﾊ2 
(DocumenteaAccomphshments:ContributionstoStudentLeaming) 
ヒコ H CD トて C? Ln O)  読む技術の支援(Suー叩OrtingReadingSki11S) 2 i6ｸ,ﾈ8ｸ4 Zｩ ﾒﾇ率匁u7GVFV蹙vｲ
3 逢x,ﾉ&ﾘ   vﾆVFvV 66坊R
4 倆 橙ﾅ7GVF妨2
5 佶(ﾔﾉyﾘ 襷W"F 覃ﾈﾆt  ﾇFｒ 





取り出すと､ ①K10WLledge of Students (子どもの知識) ､ ②Enowledge of Content
and Curriculum (内容と教育課程の知識) ､ ③Learning Environment (学習環
境) ､ ④Respect for Diversity (多様性への敬意) ､ ⑤Instructional Resources (敬
育資源) ､ ⑥Meaningfu1Applications of Knowledge (知識の意味ある応用) ､ ⑦
Multiple Paths to mlOWledge (理解-の複数の道筋) ､ ⑧Assessment (評価) ､












National Board for Professional Teaching Standard lGeneralist]
MiddleC)hild上ood(studentsage7-12) 之 &ﾇF W66VRGVFV蹠6 vVﾆﾂﾓ R
Ⅰ.XnowledgeofStudents B荼踟vﾆVFvV 薮V誥 F W66V蹠2 
卓越した教師は､生徒の能力や興味､志し､価値観を ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚI i6ｸ,ﾉ&ﾘ .(ｵｨHｻｹj H躪+X.(幵 
理解するために､子どもの発達の知識と生徒との関係を ﾈｬ yﾘ+X支,H.ﾘ-唏 ｯｨ,ﾉ )D隸ｨ,ﾉJﾙ$(,i b 
導くo ｸ,h,ﾈｭhﾅx/ ; *ﾘ ｲ 
lI.Knowled_geofContentand_Curriculum 牝剃ｶ踟vﾆVH ｶvT 7V&ｦT7Dﾖ GFW" 
卓越した教師は､この時期の子どものカリキュラムや教 科の範囲の中であるいは超えて生徒にとって何を学ぶこ とが重要かについての健全な意思決定を作るための教 科内容やカリキュラムの知識を導くp ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚFﾖ芳FﾆRﾖw& FX4ｨ8ｨ4ﾈ8X8 ,ﾈ,X*  .(,ﾙZｩnﾈ/ +H*h,ImｩUx/ $) ﾈ+Y I x.ﾘ-ﾈｻ8怩 ,ﾉ&ﾘ / ; *ﾖ
Ⅲ.LearningEnvironment. r菷V &譁誥V軫 ﾖV蹌 
卓越した教師は､生徒が知的な冒険をし､民主的に実 ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚI i6ｸ*ｩ&ﾙ4映 ﾊ +ZIxｨ.x+仄B 
践し､頼らずに共同して進められるよう､注意し､刺激的 X,I x.ｨ.h*JI(ﾘ+ZH謌ﾈ94芥+x-x,H/ ｭﾈ/  
な､すべてを含んで安全な学習環境を作り上げる○ X 8,逢x ｬ(ｺｸ/ ﾞﾈ.8+ .薬 
空｣垂盟eCtforI)iVersity 貞&W6V7FfF庸W'6優R 
卓越した教師は､個人や集団の相違を尊敬し大切にす ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾘ8(6h8ｸ,X* .ｧx ｺI:ﾈ,ﾈ+x-x,H,ﾂ 8 986ｲﾘ,ﾉ 鞍 麌+ZH*囲ﾘ*(,佰i[ﾘ,YV ｨ/ . , ,B 
る生徒の学習を助けるo 傀Xﾘx*I i6ｸ/ ｯｩ (+x. ,h,h.ﾙvﾈ,逸 檍,ﾉ(h,Y tﾈ+x.俎9: / ｹx.韮 
V.InstructionalResources b鑾FG'V7F柳ﾅ&W6 &6W2 
卓越した教師は､創造し､判断し､選び､豊かで多様な 材料のまとまりを適用するoそして､スタッフや共同体の 仲間や学習を支える生徒のような他の資派を導く○ ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚI  +ZI4ｹw +ZI (+ZH+ｸ+X,JIdﾈ*,Y ﾙvﾈ,磯 L(/ w *(.ﾒ 
Ⅵ.MeaninlAロロ1icationsofKnowledge ゆﾖV 譁y?ｨ r  ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚH wh,Y*y ﾙ4挨ID(6x786(4鶇攣 ,佰ﾈ*ｸﾘx**I%Hｸh+ZIyﾘ+x. ,jH+ｸ+X,JImｩ4雲ｲ ､x,Xｵｨ/ ﾏﾈ8+8+ ,h/  i6ｸ,从 -薬 
卓越した教師は､学問蘭域や､超えた学びを生徒に操 供する､そして､彼らが学ぶ教科が彼らの生活や取り巻 く世界の中で重要な課題をどのように説明できるかという 理解を助ける. 
Ⅶ.MultilePathstoKnowledge ｢葫VﾇF免U  BﾆF 踟vﾆVFvR 
卓越した教師は､各学校の教科の中にある中心概念を 学ぶことや教科領域を横断して重要なテーマやトピック ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚI i6ｸ*ｩ&ﾘ / ﾕﾉ'ｨ+Yyﾘ/ ﾔﾈ+ .ﾂ 
を説明し､全体の知識や理解を構築するために必要な 多様な道を提供するQ  *ﾘ-唔 ﾙvﾈ, 7h8ﾘ ｸ6 / w *(.ｲ 
Ⅷ.Assessment ﾂ76W76ﾖV蹌 
卓越した教師は､評価しながら異なった評価方法の強 ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚI i6ｸ,ﾈｧx .)Jﾙ$*Hｻ8 zｨ/ &ﾘ.r 
みと弱みを理解し､生徒が彼ら自身の学習をモニターす  ,jI i6ｸ*ｩ h,X,ﾈ / * ,h,x,辻 
ることを励ますo (*(,H,ﾉtﾈ揺,饑 / ｭﾈ-ﾙvﾈ,蔚ﾘ廂_ｹd / w *(.薬 
Ⅸ.FamilyⅠnVolvement 疫"  ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚH,x. ,ﾈｻ8支,ﾈ自Lｩ4盈ｩUx/ $) ﾂ 
卓越した教師は､初めは､積極的に子どもの教育の中 
に加わり､家族との関係をもつD x.ﾘ- i  ,h,h. ,俶H馼/ +x.薬 
X_Reflection 浮V觀7F庸U & 7FR 
卓越した教師は､普通､分析し､評価し､彼らの実践の ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚIX ,ｪIZｩ ﾘ+ZIUﾘ廁+ZIMx,ﾈ ﾂ 
効果と質を強くする○ 佰 ｨ,h / ｺﾘ*ﾘ+x.薬 
ll.Cont.ributionstotheProfessic)A " ﾆ & F柳轅友 ﾆV wVW2 
卓越した教師は､学校を良く.し､学校の中で知識と実践 ﾈ葎+X+ﾘｻ8踪,ﾚHｧxﾕｨ/ |x*ﾘ+ZHｧxﾕｨ,ﾉ(h,Y&ﾘ ,h 
を高めるために同僚と仕事をするo  ﾘ(-ﾙi + : ｸ,h覃馼/ +x.薬 
Ⅷ.Socia1Ⅰ)eVelo工nent 
卓越した教師は､生徒の自己意識､性格､市民としての 責任､個人や集団-の尊敬を育てるo 













原則 侏I X,ﾈｴﾈ> vR 要点 
Principlel 仆8踪,ﾚIM竕M顋rｨｻ8*h.乂x怦,ﾈ･IDⅹ+(ﾛﾉ;仞ⅸﾕﾉ " / yﾘ+X,H*(.定+ｸ+X,JI i6ｸ,h, ,Hj  ｸ*(+ .ｨ.x,ﾈｻ8怩 > vX,ﾈ雹5 ﾞﾈ.乂x ﾆ  /  h-ﾘ +x+ ,h*ｨ,X*ｸ.ｲ 意味深い学習経験の創造 
PrinQiple2 仆8踪,ﾙ i6ｸ*ｨ,x,ﾈ.h*H,乂x-  ﾉ+x+x.凉ﾘ+X,H*(.ｸ+ｸ+R ,JIMx,ﾉ&ﾙ4唏檠4唏ﾌ) ﾉ4價ﾙ$(/ 辷 +x.乂x ,ﾈｴ  檍/ / ｹx.薬 生徒の発達を支援する学習機会の提供 
Principle3 仆8踪,ﾙ i6ｸ,ﾈｧx ﾘ,ﾈ4 7h8ﾘ ｸ6 *ｨ,x,ﾈ.h*H, 凉ﾒ +X,H*(.鑓+ｸ+X,JH腰, +ﾘｧx ,ｸﾘx+x.假hｼhｴ 檍/   因v生徒の個人差に適合する授業機会創出 
Principle4 仆8踪,ﾙ i6ｸ,ﾉN Kｹ4倡hﾖﾈ.)n) 亜 ﾈ芥+ｸ+X,H7 7H4ｸ7ﾘ92 5ﾈ8ｸ/  ﾈ,x+ﾙi +  ﾙvﾈ,茨hｼi_ｹzｨ/ yﾘ+X諍w +X,B *(.ｲ 多様な教授方略の使用. 
JPrinciple5 仆8踪,ﾘﾌ) ﾈ,h &8,ﾉ:雍 WH*ﾉyﾘ,hｧx ｬ(ｺｸ/ *H-ﾘ+r ﾗ9: w *(.鑓+ｸ,ﾈｬ(ｭﾚHｴ鮎坪檠4佰 zﾊHｧx ,*乖雨ﾘ,頴  唏齪ﾌ雍 WH* ~8-ﾈ+x ｲ 個と集団の動機付けを基盤とした学習環境の 創出 
Principle6 仆8踪,ﾘｨ(ﾛ蟹ﾆzHｧxｸ倡 y4ｨﾍﾘﾞﾉw  /  9 x.ﾘ-佰 ｩ4依靜ｪIO ﾋ靜ｪH8 6h4(4 5(7X6｢ 5  ｸ5h8x98ｵｨ,ﾉ&ﾘ / 諍w +x.ｲ 効果的なコミュニケーション技術の活用 
Principle7 仆8踪,ﾘｻ8怏> vZI i6ｺI&闔jH4ｨ8ｨ4ﾈ8X8 ,ﾉmｩUx,ﾉ&ﾘ ,ｮ8*ｸ ｼh/ ﾇh柯+x.ｲ 生徒と目標を踏まえた授業計画の作成 
P血ciple8 仆8踪,ﾙUﾘ廁,ﾈ+ﾘ-ﾈﾏh IO ﾏh ,蔚ﾘ廂_ｹzｨ/ yﾘ+Yw *" .鑓+ｸ+X,JHｧx ,ﾈﾇ   4ﾙ4唏檠4唔 y ﾉ4ﾉ+x/  ｦﾘ*x.ｲ 生徒の成長を把握する評価方略の実施 
Principle9 仆8踪,ﾙM竕M顋rﾉ  .) ﾈ,ﾉ ﾂi6ｺI]ｸﾎﾈI ﾈ,ﾈｧx  5(7X6ｨ6X4(,ﾉ ｩnY R坪,ﾈﾗ9:ﾈﾏ ｨ/ ﾇ   4儷ﾘ廁+ZB ｨｩnY4ﾉ+x+x.亢 檍/ %H+ｸ*H,h+x.僵ﾘ 4兌ｩ 徂,X* . 反省的実践家 
PrinciplelO 仆8踪,ﾚI i6ｸ,ﾈｧx ,hﾔｹY 辷 +x.ﾘ-唏ｧxﾕｨ,ﾉ: ｲ .)]ｸﾎﾈH.h.慰ﾈ*(5(7X6ｨ6X4( ｸ,ﾉ ﾈ h,ﾈｭhﾅx/ 孜 ﾈ+r .薬 幅広い人間関係形成 








識)､ dispositions (姿勢･考え方)､ performances (実行･行為)の3視点から
説明が付加され､特徴的な教師の姿が具体的に説明されていることがわかった｡
なお､原則1-8を説明している　99記述(knowled.geに関する記述: 29､

























表1.1.4 INTASCが求めるknowiedge､ dispositions､ performancesの内容
原則 噺踟x示VFvR Dispositions 
1 帝 9    =ﾉTyD)u ,ﾈ蕀(Yh･新しい知織を求める姿勢 唳 i6ｸ,ﾉyﾘ/  9 x.乂yn)4丼IDﾉ  k
･生徒の知識枠組と学習の関連 唳 ﾙvﾈ,位兩ｸ/  ･多様な教授方略の哲用 
･他教科との関連 啜Vﾈﾙﾉ4綾9 hﾊHｸb ･正確な評価 
-研さんの姿勢 唸嵋  ,舒8*ﾙ i6ｸ,h,ﾈ*ﾘ.X6ﾘｸﾘ6ﾘ､x*ｩN  ｢x4｣ ﾈ8h8 ,ﾈ| 淤 " Y ﾘﾘy4逢x ﾆ  ,ﾉ 頽
2 亰仭8,ﾙ R Xｧx , Xｻx.冽h獣 Xｻ8怦ｭH,ﾈﾏ ｨ,ﾈｭi ･生徒の多様性-の敬意 唸ﾌ(,h &87 7H4坪7ﾘ985ﾉUﾘ幵 Y  &ﾙ5 / :X-ﾈ*h+ﾙ h+ﾘ,逢x ,ﾈﾕﾉ'｢ YMｩzX,ﾉ; /  Hﾈ 8+ﾘ*ｸ*二生鐘を粗は土見五 
3 ･生徒の学習達成の主張 唳 ﾙvﾈ,綾9 ｸ4 7h8ﾘ ｸ6 ,ﾈｨ駅  
-まれな額域の内容 -特別な支援を必要とする生徒の理解と適切な対応 ･特別な支援のための時間や方法の同定 
･言語的習得を支援する方略 坪5(7X6ｨ5  ｸ5h8x98.)[h嶌ｴｹLﾘ,儻 ｫB 
･前提の違いの学習-の.影響 唳 ﾙiY ｸ,ﾉ 8+X*)Uﾘ廁,h廂&ﾈ,8*･複数の視点の提示 
･学習資源の授業-の活用 壷 i6ｹ ｨﾍﾘ,ﾈｧx / 辷腕 ･生徒の文化共同体の情報の活用 ･個の遣い右腐重責た寺尊者のデザイン ･違いが尊重されるコミュニティの創出 
4 唳 ﾙvﾈ,淫iuy&ﾘ7h8ﾘ5ｨ5･生徒の成長-の価値づけ 唸ﾌ( ﾉ i6ｸ, .ﾘ+ﾘ-ﾉ ﾙvﾈ,雲ｹzｨ,ﾉUﾘ幵 
･多榛な毅緒方路の原理や播術  
･多様な材料を哲用する方法 勍教授プロセスにおける教師の役割の変更 -生徒の理解を支援する説明 
5 ･仲間関係の重要性 
･集団の影響の知識 コミュニケーションに基づく学級活動 
･学級経営の原理 坪ﾇ   4i6ｸ,ﾉ ﾉ+x/ 躪ﾏﾂ 一yループ活動の支援 
･人々が生産的.協力的に働く支援 唳:雍 WH* ｭiWH*倡  ･生徒の意思決定を支える調整 
･生徒自身の動機付けを支援する方位 勍個々の関係を修正するグループワークのモニター ･機能する学習共同体の創出＼ ･時間や場所､活動などの資源の沿組織と運営 
6 -コミュニケーションの促し 坪 ｾ(7X6ｨ5  ｸ5h8x99? ] ц,ﾉ_9}b 
･コミュニケーション給や言葉の役割 唸ﾋ駢H,ﾈ wi ｸ,ﾉOｨ  ･学習者の表現を広げる支援 
･文化やジェンダーのコミユ羊ケ-シヨン 壷 ﾙvﾈ,(+H8h6ｨ5 ﾘ5h89_ｸ詹8X,ﾈｬX雋 ･討論の刺激と推進 
-の影響 唸輅{i ｸ*ﾙ[x*ﾘ ･文化や性別の違いに基づく会話 
･メディアコミュニケ-シヨンの技術 勍多様なメディアコミュニケーションツールの活用 
7 唳; yﾘ､x.(ｻ8ﾝH4ｨ8ｨ4ﾈ8X8 ,ﾉ&ﾙ ｹ b  
･授業の文脈 唸ﾊｨ+X,ﾈ* .佗h枌 ･於軒に合わせた計画の鮪 
･生徒の反応に適合する方法 坪ｺI:x.倡  ･学習者に適した学習経験の設定 ･生徒の多様性を踏まえた学習機会の設定 ･生徒の成長を支援する活動の準備 
8 唳Uﾘ廁,ﾈ､8ﾖ .)xｩ*R ･授業進行の途上での評価を重視 -申徐の成長楯岡した評価の老身 唳 ﾙvﾈ,蔚ﾘ廂_ｹzｨ,ﾉ4ｹ 域yw  
･評価方略の選択 ･評価に開通した課題 勍律徐が一赤鼻するための評価.方路の清田 
･個と全体の効果の評価 ･教授方略のモニタリングと修正 ･根拠に基づいた説明 ･多様な情報収集 
9 ｹ ｩnY ｸ,ﾘ.倬 ,(,ﾉZｩnﾂ ･省察を心がける 壷 ｩnY ｸ/ ﾘ(-傲畏ﾈ/ ｭﾈ-靆Hｸh,ﾈ邊 
･多様な自己評価や相互作用 唸8 ﾆ(ｭhﾅx/  -自身の成長を支援する同僚との連携 
-実践の精錬の青砥 唳: ｸ.) ﾉZｩnﾈ,ﾉ ｩnX徂,h,ﾉﾆx,舒8*ﾘ7H4( ｸ62 
･専門職としての巽任の常識 ･自己緒等学習の意表 
10 ｩ y ｨ,h+X,H,ﾈｧxﾕ｢ 一生徒の幸福を重視 坪4 4X4(7(6X4"ﾘ,ﾈ 
･生徒の権利と教師の斉任に関する浜 唳 i6ｸﾌ(  雋 ･生徒の立場に立った他の学習環第-の連携 
･生徒を取り巻く環第の影響 唳 i6ｸ,ﾈｸH,ﾈ 雋 ･地域資坂の活用 
･生徒のプライバシーの重視 唳]ｸﾎﾈ,h,ﾉ h蝎4渥hﾅxﾞﾈ.
-生徒のために同僚との連携を重視 唳 i6ｲﾘ,ﾈﾅh辷腕 Y i6ｸ,ﾈ辷鰄,h+X,H,ﾈﾗ9:
Model StandB,rdJS for Beginning Teacher licensing, Assessment and. Development: A Resource丘)1･ State Dialogue, (1992)p. 14-34





knowledge 苓ｻ8*h. vX,亊h+x.ﾘ  教える内容の概念や学習の道筋/学習理論や教材､カリキユラ 
ムの知識 
授業デザインにかかわる知識 ﾙvﾈ,綾8 _ｹzｨ,ﾈﾋIyﾘ.(ｵｨﾙvﾈ, 7h8ﾘ ｸ6 ,ﾈ*"語､非言語の重要性/評価の種類や特徴/生徒の学習と教授 
/個と集団の勤植付けに関する知識 
dispositions 假hｼh6h5X4898,ﾘ.俟ﾈ*i_ｲ 柔軟な教授過程の重視/学習環境の整備/多様なコミュニケ- 
シヨン方法の重視 
生徒のとらえ方 i6ｸ,ﾉ ﾙvﾈ,緯ｹEﾂﾘ,ﾈﾆ 2i6ｸ,ﾈ6ｨ ｸ5坪,ﾉ 陌糴 i6ｸ/  伸ばす見方/生徒の成長を意図した評価の考え/ 
教師の取り組む姿勢 ｨﾙ4綾8ﾝ靆Hｸb 
performances 假hｼh6h5X4898,ﾉ_ｸﾏﾉ ｲ 生徒が考え解決するカリキュラムの準備/個の違いを踏まえた授 
業のデザイン/複数のレベルに対応した授業の創出/ 
生徒-の行為 i6ｸ,ﾈｼ ﾘ(-ﾘ-ﾉ:ﾘ*ｸ*  i6ｸ,ﾈｧx / ｨｸ嶌+8+る働きかけ/ 




























の熟達レベル: rubrics that delineate the elements of each standard and_
describe three proficiencies levels､ ③スタンダードの説明: a descriptive












Standardl 倡Xｮ逸(,ﾉ&ﾘ HｵｨI ｩnY X,h+X,H,ﾈ  
Stand_ardー2 儷ﾘ廂Zw76Vﾇ76ﾖV蹌h5X8 ,h8h6ｨ6(6yUﾘ幵Цf ﾇV F柳竰 
Standards H4( ｸ8ｸ6鞍  ,i}X 
Stand_ar°_4 ﾙvﾉ ｲ 
Standard5 乂yYH,ﾈ H7 7H4ｸ7ﾘ985蟹Jﾙ$" 
Standard6 h6ｨ6Bﾈ6xｬyyﾚHﾋ
































図1.1.2　Unit Standards : Standard.1の下位項目
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1 a : Content Knowl edge for Teacher Candidates (内容の知識)
受け入れられないl 假6仞ｨ.x.ｨ.
･教師志願者は､教えるために 唸ｻ8踪躡|H,ﾚHｻ8*h.ﾘ-佗h枌 ･教師志願者は､専門職や州や協会の基 
~計画する内容に知識が不十分 x. vX/ yﾘｧ ?ｲH*(.鑓-ﾈ+ﾚI ｢ 準に示された規準のように､計画し数える 
である○また､専門職や州や 冢Y X.(.(ｺh檍,ﾈｴｸ,俾h+8.ｨ+ﾒ 内容を深く理解しているo 
協会の規準に示された重要な 偬Iwh,曳ｸ .(･ID   kX*ｸ.薬 ･彼らは､調査や批判的分析や教科の総 
本質や概念を説明できないo 坪ｦﾈ+ﾘ-ﾈ韋ﾋ / Tｹwh,h+x.做" 合化を通じて知識を表現するo 
-資格のための試験を必要と ﾉ> vX韋ﾋ ,塔 X決8,Y,ｨ曁+X,B -すべてのプログラムの構成要素は､資 
する州の内容試験が80%以 (.薬 格のための試験を必要とする州の内容試 
ーFeあるo 剏ｱを通過し¶ヽる○ 










































































PROFESSIONAL STANDARDS缶r廿】e ACCfモDrrAl10N cfTEACHER PREPAFLA.T10N INSTTTU CNS p.16-18より作成
図1.1.3a tJnit Stand.ards(Standal･d_1 : 1a-C)のルーブリック
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1 e:払owledge and S拍ls for Other School Professionals (略)
1f: StudentLe血g br Other School Pro危ssk'nds (略)































pROFESSIONAL STANDARDS lbr 81e ACCFEDrrA110N cfTEACHER PREPARATION INSmひJS pJ9-20より作成





























































































































なお､初任教師養成(Initial TeacherTraining: ITT)はGTCE (General teaching
























(Teaching)｣ (表1.1.8)では､すべての教師に求めるcore standard.Sとして､ 2

























Q25:養成される年齢や能力 #佰tY ﾙ4X.h*ﾙ y H+8.ｨ+ﾘ ｼh.(ｻ8*h.僖驃)Eﾉ|ﾘ,ﾉLﾙLx/ +H*b 
の範囲を超えて､授業や授業 ﾒﾘ自,ﾅﾘwH/ ｻ8*h.ｲ 
の結果を教えるo 伝)eラーニング､多難に 中 帽8ｸ6ｨ984ⅸｧx ,ﾉwieﾘ.) ﾙvﾉ ｸ,ﾈ 俑ｨｹ(.(ﾏ zﾈ,ﾉ/ ｹ
を含めて､軸受方略や資坂の適切な範囲を用いるo 
(b)学習者が学習目標を合わせ発達を支えるた桝こ､彼らが教える重 
対応した実践､平等と交 冽h,ﾘ .)Jﾙ$(/ ﾕﾉ'ｨ+x. 
流の提供を含んで教授 嫡2乂x ,h+X*)&ﾘ .)yﾘｧ ?ｸｵｨ/ 4ｹw +x. ,h/ Eﾈ,x.丼B 
方略や資源の範囲を用 僖(暹/h/ Jﾙ$(+8+薬 
いるo 中 儁x*ｨｻ8*h.乂x ,俘x.ﾘ+ﾘｸｨ+ ﾋ駢H/ 4ｹw +x.愉 h+X*(4  
(b)重要な知識､発達､概念 86h4 .)4yD kx* *ﾘ ｸ+ｸ+X,JI  k w **H n(+ZHｶ9  
や過程を構簸する○学習 (檍ｶ8/ ﾏ ｩ4俎8*H ｲ 
者に新しい知識､理解､ 中R侘( 芥4ｸ ｸ7jHｧxｸ8 ,ﾈｧx / ﾏ ｩ4 阮8+x.愉Mx,ﾈｻ2 
技術､ふさわしい学習目 假h/ ｼh,ﾈ5X ｸ5x.(ｧx ,ﾉTｹwh,ﾈﾘx.ﾘ+H-8+8.ﾘ+X*ﾘ 8+r 
･標を提供することを確 かにする○ ｲ 
C30:学習者の期待に基づき､達成レベルを上げるた桝こデザインさ 
(C)説明､質問､議論､会議 を利用して､新しいアイ ｨ+ﾘ処*ｹWH*俶以94茨hｼh/ ｻ8*h.ｲ 
P8:全国的な学習者と同様かそれ以上に進歩させ､学習者 
デアや放念を､効果的に 学習者に合わせ明確に  wh,ﾈ惠,亊i+x.) ﾈ, *ﾘｼ韵85ﾈ8ｸ/ 鰄,"
E8:素晴らしい効果や成果に導く教陵 
紹介するo (a)個人､グループ､学級全 刄Xキルを持つo 
E9:素晴らしく改革的な教育学的実践 
体を運営する力を示すも 授業の段階を合わせる ために教えることを修 正する○ 凾 ｦす○ 
TDA (2008) professional stand,al･ds for teacher in England fL･Om September 2007 ,
































































































































































分類 俚): 隶) ﾂﾘ 62涛 chi(1988) (佐藤らの詮文より引用) 認 f烹   米国学術研究推進会議 (2003ー 
知戟 ･自分の専門領域で優秀であ ること ･その領域の技能を早く遂行 し誤りも少ないこと ･短期記憶,長期記塩が優れ ていること 唳Mx齷 x,ﾈｧｨ刺.(* .兌ijﾂ ,冲H.ｨ,H*(. ,b ･特定の課題に関連する知識 を効率的に検索できる ･閑適要素をいくつかのユニッ トにVループ化して意味のあ る知放体系を形成 
有意味なパ ･広く有意味なパターンを羅 唳$(ｬﾉ(h,X.h.液ﾈj ,  5ｸ98,亢8,8*ﾘ+ ,b ･情報を有意味なパターンとし 
ターン課織 刪ﾆできること 唸.h. *ﾘ,I 8ｦﾘ, 5ｸ99Db ,ﾉ|ﾘ/ 鰄, ,H*(. ,b て瓢旅する感受性が高いこと 
状況認穀と 唸8ｻX,儻 ｫH,僵ﾘ呵+X,I[ijﾂ 嶌+8.ｨ+ﾘ輊ﾖﾈ/ dﾈ*x､ｨ,R *ｸ.･問題の表象に多くの時間を 唸攣 )wiMｨ竧.穐ｨ*ﾘ檠48ｻX,儻 ｫH,X* . ,b X D8.h. 4  +ﾒ _ｹd ,Yn)  Uﾈｸ+x. ,b  かけること 唸 D8.h. 8ｻX, h+ﾙ 呵*ｨ,X*ｸ >X* . ,b ﾙn) ﾈﾈ佰ﾈ*H {h+R .h.嬰ﾈ*Xﾌ) ﾉ4饑 6/ w *(. ,b 
展開 唸ｨ陜 (,YKﾘ 4倡hﾖﾂ Xｨ觀7F柳譁7F柳笘/ ｮ馮ｲ ･問題をより深く知覚し表象す ろこと 












































































beg空er) ､有能な実践者(competent performer) ､専門職(proficient) ､熟達者
(expert)-と熟達が進む｡ ]⊃reyfus　らは､熟達をとらえる枠組みとして､
Components (構成要素) ､ Perspective (展望) ､ Decision (意思) ､ Commitment
(遂行)の4観点を位置づけ､ 5段階のレベルを設定している｡
また､ Glaserは､ Davidの5段階モデルをベースにして､ 3段階の発達の局
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標準的な仕事(Standard of work) ､自律性(Autonomy) ､複雑さ-の対処(Coping


















































































































































































































































































･学生から教師- 唸ｻ8踪ｻ8支,ﾚIKﾘ 4們   8(6h8ｸ嶌+ZH鵁,ﾈ+ ,h,h.Xｧx,ﾈｻ8支攣/h,ﾉ(h,X  薬の過程を通じて未経験教師をガイドしなければならない. 
の転換､学校で働 唸 wh,鞍 X,i h+X8ﾅⅹ ﾈ ﾘ,ﾉ ﾙ_(/ ,(, ,b 
くこと 唳yﾙ *ｨ 兔 x+8.ｨ.兩ｸ､x,ﾉkx*円 / / ｹx. ,f
･省察過程における教授と実践を提供すること-事例研究.自伝.日記 





･教授スキルや行 唸ｻ8踪ｻ8支.(8 985ｸ,ﾚH7H4( ｸ8ｸ6鞍  / 4 8ﾈ985x+x.ﾘ-唔j(ﾆ  ｻ8踪,假b 
業観察テクニックを優先して教えなければならないoこれは､未経験教師に以下のこ 
とを可音別こするだろうo 
動を管理する方略 唳 ｩnY4依駢H/  x,(*唯 

















i,2006,42)には､教師に求めるカとして､ ①質の高い授業､ ②学級環境､ ③長
期指導計画､ ④個に応じた指導､ ⑤教師の知識が示されている｡とりわけ本研究
の内容にかかわりの深い｢質の高い授業｣には5つの内容(1 :明確な指導とコ









目は6つの分野(A:使命感･熱意･感性､ B:児童生徒理解､ C:統率力､ D:指導
技術､ E:教材解釈･教材開発､ F: ｢指導と評価の計画｣の作成改善)ごとに19-
5　中央教育審議会答申(平成17年10月18日) ｢新しい時代の義務教育を創造する｣によれば､国家戦略として
世界最高水準の義務教育の実現に取り組むことは､われわれの社会全体に課せられた次世代-の責任｣であるこ
とが記されているoまた､ 1990年に､国際的なネットワークとして立ち上げられたICSEI (International Congress for
schooI EFectiveness andlmprovement)は､学校効果研究国際プロジェクトおよび(ISERP) rsTOF(International








果､ ｢D:指導技術｣は､ ｢授業準備に関する項目｣､ ｢発問｣､ ｢教材･教具の工夫｣､
｢板書｣､ ｢児童生徒への応答｣､ ｢説明｣､ ｢声の大きさや速さ｣､ ｢授業のまとめ方｣




























'-'了′頑.≡.-Bl.-■.. 呈ﾈ抦ｧxｴDﾈ  Δ JP/,~小字敵韓塵取:､三 啜ｩ Y  G ? iD餉ｨ   -■.,中学駄~恵喪章竣用.∴ 
A:使命感_級 感性 i h,ﾈ+h.H*ﾈ.h*H,ﾘ+ﾘ,ﾈ+X*" 先生のじゆぎようはたのしい  
先生はわかるまでおしえてくれ a i h,ﾘ.ﾘ*ﾈ,X*X*h,H*ﾘ.｢ +一生愁命に教えている 僖ﾙ 8,仆8*h,H*(.
学習に透した教室の環境づくり を行っている 
次の授業の事前準備がしっかり されている 
8:児童生徒埋好  話すときに枯生徒を見て話して いる 先生ははっぴようを良く聞いてく れる i h,ﾙJﾙUﾈ.( n(/ +X, *渥B 発言や質問をしっかりと聞いてく れる i6ｸ,ﾉJﾘ尨.( n(/ +X, *渥b 
いてくれる 凾｢ている 
生徐全体によく気を配っている 
C:統率力 i h,ﾗCﾘ.H*ﾈ.h*H,ﾈ,h*ｺI )wH/  *H*ﾘ.ｨ.先生は枝葉郎こ青票をかけて くれる  
撞出物にはコメントやサインを者 
提案の時約束が決まっていろ 冢 ｼh,ﾈ8ｸ ｸ8ｸ*ｨﾈﾈ, ,H*(.ルールを決め､撞業を進めてい ち 乂x ,ﾈ8ｸ ｸ8ｸ/ ﾈⅸ荿.ｨ.b 
D:指導技術 i h,ﾙOｨｼh,ﾈ,h*ｲ陋ﾘ/ +x./ Zｨ*(+x*ﾙMx+X,H*(.先生の指示は分かりやすい 倡x麌*ｩZｨ*(+x*" 分かりやすい指示をしている 
先生の声の大きさや箸す速さは i h,ﾉ ｨ,ﾉ X*ｸ+8.)+xｷH+8,ﾒ 声の大きさや話す蓬さはちようど よい 
ぢ}:うどいい  .h*H,x*(*" 
先生は黒板に見やすく書いて いる i h,ﾙ{iL(,凭ｸ*ﾘ鬨,ﾘﾊ(+r *" 技幕の内等を黒板などに分かり やすくまとめていろ 
撞業の過払Lさはちようどよい  
短くポイントを押さえた説明を 行っていろ 
E:教材解釈.教材  冢仂h,亊hﾅx,ﾈ* .ﾘ / +ﾘ*ﾘ*ｲ 提案に関係する知識を豊富に 
開発 劍/ 鰄, ,H*(.もっている 


















訊,6. 儷ﾘ廁ﾘ m｢ 具備相済巨_ 俔Xﾊ8ｵｩOﾂ 62 I 岳教腎習 傀僖8ｯ｢ ー 充実期 兩ｩ ﾈｯ｢ 
Ⅰ 蔑 莱 柄 # に 開 音つ ら カ 冉 ]ｸ支.1教えろ学年.校種にあっているか ｲ …○ ＼ 
⊂) 末＼ ＼ 
3指導日榛は,萌樺でわかりやすいか ｲ lO ○ 宙 ﾒ 
4主頚は,塀確でわかりやすいか  宙 ﾒ ○  
5指導官倭は.学習者の実態を紛椎にとらえた上で設定しているか 】 (⊃ ｲ 
指琴過程 塗ｧx 刪ｴhｻ8踪,ﾈ迚 ﾉ{ﾉ_ｸ*ｨﾖﾈ*h.x.ｨ,H*(.○ 物 ｲ ＼ ＼ 
7子どもの思考にとって無理のない指導過程になっているか ｲ ;○ 苓 ＼ 
8指導百恵と指導群盟に整合性はあるか ｲ ,○ ｲ (⊃ ｲ 
9字習者に意図が明確に任わる学習課題であるか iO ｲ ○ ｲ 
評価規準 牝 ﾘ廁蛮,i*h,ﾈ+ﾘ-ﾈｮ顏 *ｨﾞﾉ ﾈ,X*ｸ. ｲ 0 ＼ 
11評価放準の指定は,内等.見取り方とも適切であるか l ○ ｵ
Ⅱ 教 材 研 究 に 関 わ ら カ 仆8*h.ｹ&ﾘ  12学習四等を正しく税明できているか ｲ ∃0. ﾂ0 ｲ 
13学習内容に関適して新たに知抱や情報を提供しているか ○ ｲ 0  
教材の準備 Hｧx ｹ ｸ自H h,陌X+ﾘ6ﾘ ｸ6x.(8 4h ｸ6x*ｨﾞﾉ ﾈ,X*ｸ,H*(.○  ｳ  ＼ ＼ 
15子どもの思考の流れに給ったノートワークシートになっているか ｲ .○ ＼ 
16明確な日杓の教材であるか ｲ ○ ｲ ○ ｲ 
17教材に指導巨標を支貨できる工夫がなされているか ○ ｲ ○ ｲ 
18枚材の中に矛雇や滞り､間違いはないか I ｲ ○ ｲ 
19学習者の実態をふまえながら教材分析を行っているか 1 ○ 宙 ﾒ 
班 投 莱 展 開 に 関 わ ち カ  粂,ﾉ 隱20導入は,学習者の興味関心を高めるように工夫されているか 弓○ ｲ ○ ｲ 
21できるだけ多くの学習者を汚托させるエ夫を取り入れているか C) 宙 ﾒ ○ ﾒ 
22学習形態を工夫することにより,学習効果を高めているか  ｲ 0  
23机間指導を適切に行い,実態に合わせた支援を行っているか l F ｲ ○ ﾒ 
24ねらいに正対した本時のまとめとなっているか  宙 ﾒ ○ ｲ 
25基本的な学習ルールが指導されかつ,徹底されているか  ｲ ○ ｲ 
26借と集巨恥こよる学習のよさを大切にしているか L 【 ○ ｲ 
27学習者が汚ち着いて学習に集中できる環境が塵えられているか  ○ ｲ 
28学習者の多様な発言や思考を生かして,学習括教を班総しているか 1  ﾒ 
29学習者の思考を汚性化させるような教材持崩を行っているか  ○ ﾒ 
教師の発話    k(輾麌,ﾒﾉk隕ﾘ,X.ﾘ*(+x*(*○ ｲ ○ ｲ (⊃ 31牧師の発間や指示等は,透切な声量.テンポ,間で苗汚か ｲ (⊃ 宙 ﾒ ○ ｲ 
32発間は,学習者の思考を汚発にする工夫がされていたか  ○  
教材教具の 汚月 9L)X ｯy[h鬨,ﾉ X*ｸ+8.) 8ｦﾘ+2ﾉX *ﾙ ﾈ+99凛 8+X,Hﾗ8.ﾘ.ｨ,H*(.○  ○ ｲ ○ 34見やすく,汚用しやすいように教材境示を行っているか ｲ C) ｲ ○ ｲ 
35ノート守に学習者の考えを記述させ,汚用しているか 10 ｲ ○ ｲ 
36坂寄軌学習の軌跡として整理されているか () ｲ (⊃ 窒
児童生徒 対応 rﾙ ﾈ自 ﾈ,ﾈｧx ,Rﾈ孰*ﾙ8 +X,H*(.0 ｲ ○  0 
38学習者の発音を共;雷給に受け取め,良好なコミュニケ-シ言ンをとつてい か ｲ ○ ｲ ○ ｲ 
39必要に応じて,適切な注意や指導を行っているか 1 ｲ ○ ｲ 
40学習者の実態に基づいた烹田的-目的的な指名を行っているか  ○ ｲ 































ステップ 冦ｩUr 設問(一部抜粋) 
1.テーマ X ｸ7ﾘ,ﾉmｩ4iLﾘ鈷/ kx*x.･目的は何か?"どんな問題点やギャップ'があ るのか 
2.現状把蓮 侏ｸ8, +x.h ｸ5 +ZH淞 ･過去の経緯はどうか?.現在の問題状況をス 
善の目的を絞る  6(6 .(7H8ﾘ ｸ6 88 ｸ6x,Y ｸ*
3.解析 h ｸ5 w *(,Hﾚｩgｹ4依H宿/ ｦﾒ Db靄ZHﾏ ｩ4弌 ﾈ衣H/ ﾖﾈ粂+r .･その間居の原因と思われるものは何か､そのう ちデータによって確認できるものはどれか- 
4.対策 俑ｩgｹ4侏H宿,僮x.h*H,鞜H/ ﾖﾈ*b ･どのような対策ならば根本的原因を解決でき るか だし､施行､実施する ｹ 鞜H/ NHｧ(+x.ﾚH,x,ﾈ.h*H,旭顏 *ｩtﾈ傭 *
5.効果の確認 鞜H+ｸ,ﾈ. ,ﾈ,h+ｸ.ｨ/ ﾗ8+x.ﾘ-,ﾈﾇh柯,ﾉ{ﾉ_ｸ/ Uﾘ廁+x.･結果がどの程度目的に合っているか 














り､たとえば､ D4M2と呼ばれているステップは､ D4 (①問題の定義: Define､
②教育内容の設計: I)esign､ ③教育コースや教材の開発: I)evelop､ ④教育の実























































































































































































































































授業実践力の構成要素 兒ｩ ﾘ,冽 *(.俤驅
授業を構想するカ 乂x 轌; 沓 
教材等を準備するカ 仆8ﾝ竏8ｸ4h ｸ6zH{r












































































基準1 儉(/ +ｸ,ﾈ-ﾈ-ﾈ*ｸ +yy2 
基準2 們 ﾋ ﾈｸ悗握  ﾈｸ悗x/ +ｸ,ﾈ-ﾈ-ﾈｴﾉ?ﾈ+x.凉2 
基準3 亅I ｨ.(ｴ8,8*ｸ/ ｴﾉ?ﾈ+x.凉8  逢x mｩUx,ﾉ$) ﾈ,h,ﾙ+ﾂ 按的に関連していない) 
基準4 冰ﾉ ｨ+X+ﾘ.X.云H, +ﾘ.芥ｧx +X+ﾙ> vX*x.ﾘ*" たことや考えを整理して記入する欄(学習目標の達 
成状況を判断する材料となる楠) 
表2.1.3　教材の役割を分類する枠組み
分類 o ｨB 
役割1 倬隴I%ｨ .(ﾏ越h/ 8+ .冩 ｨB 
役割2 假hｼh,ﾈ 5ｹwi5 麌+yo ｨB 
役割3 乂x > vX/ (ｨｸ峇ｹ*X嶌 ｸ8(6h8ｸ嶌+x.冩 ｨB 
役割4 乂x mｩUx,ﾉ$) ﾈ/ 辷 +x.冩 ｨB 



























































コード 仆8 ﾗ9:コード 乂x ﾗ9:
Tl 倡x麌自Jﾙn" kS1 兌x*ﾒ 
T2 仆8ﾝ 鹵韜 { ｩWｨ ｸ 鹵 S2 ﾘ ｸ6rｸ4h ｸ6x/ ﾗ8*B 
T3 儉( S3 價ﾙUﾂ餃( 
T4 弍yn( 雋 S4 刎(+Xﾘx*" 























て用いられているo　この研究で特徴的なのは､ Ⅰ､ R､ Eの下位カテゴリーをそれ
ぞれ設けるとともに､ OSIA (Observational System for lnstructionalAnalysis)
表2.1.5　発話の分類枠組み
No. 仆8踪,ﾉJﾘﾋNo† 倬i i6ｸ,ﾉJﾘﾋ
LP 饑 / 鹵 @  咎9｢ 
② 倡x鹵 ⑨ 兒 艀咎9｢ 
@ 價ﾘｭB⑩ 俾價ﾙ4價ﾘﾋ
@ 鳩" ⑪ (8 986r 
⑤ 8ｻXｦﾙDb ⑫ 俯 " 
⑥ 凭8-ﾈ+R ⑬ 唔 ｩ&ｲ 





























































＼ 剌t期教育実習[1] 做葦ｨｻ8支 ｳ%ﾒ 勤務校[3] 
授 莱 者 A 假hｼhﾆ  B 活動.鋭明琴合授業 乖d､ﾆﾉ8ｨｼb 活動.説明浪合授業 
対ー象学年 hｧs Db 中学2年生 傅ﾈｧs9Db 
対象教科 亰ｨ耳彿.ｲ i.ｹZｩnﾂ技術.家庭(家庭分野) 
題材名 ﾈﾝ驅(*(,I+(-x.h*B 混合だしの神秘:相乗効果を暁わう ﾘ+h*) 2 
学習目標 唸笹Y鞏驅ﾉ< *X/ ¥x+x.･だしを用いるとうまみを増すことを知 唸,(.x*(+ ,h*ｨ* ,(,H. *ﾘ+h*(,X." 
･布の成り立ちを理解する X+X,ﾈ*H-ﾈ-ﾘ*ｩ ﾘ+yyﾙu(*ｨ.ﾘ*り汝こフとする気持ちをもつ 
実施日   ID緝ﾈi?｢ 2004年10月15日   yD ﾈ)?｢ 
授 莱 者 假hｼhﾆ  B 活動.説明混合授業 乖i 8 ｼb 活動-鋭明混合授業 
対象学年 hｧs)Db 中学2年生 hｧs Db 
対象教科 亰ｨ耳彿.ｲ i.ｹZｩnﾂ技術.家庭(家庭分野) Hｧr 
題材名 (6x7ｸ6x8ｸ徐{ﾈ,ﾂ アジのムニエルを作ろう 兩ｹ/h 陜 9 ｲ 
学習目標 唳 I| 徐{X,ﾉ9ﾉZｩ|ｨ*ｩ ｩ.X*ｸ.･アジの特徴がわかり､無駄の少ない 唳n)  F8簡+x.ﾘ-ﾉZｩ ﾘ/ *ﾘ+  
ち 勍望ましい水分補給のあり方を理解す hx*ｸ+X*ｨ,X*ｸ.とができる 
る 唳 8+X*(訷 ,X8 6ｨ4x8ｸ*ｨﾞﾈ.ｨ.-方程式を用いて問題を解決すること ができる 
実施日   ID緝ﾈ｢ 2004年10月15日   yD ﾈ ?｢ 
授 莱 者 假hｼhﾆ  B 活動.鋭明混合授業 乖i 8 ｼb 活動.鋭明混合授業 
対象学年 傅ﾈｧsRﾃiDb 小学6年生 傅ﾈｧr 
対象教科 i.ｸ怩 家庭科 ﾘﾘy4逢x ,ﾈ鳧ｭB 
題槻 靺 ,ﾘ鍠,ﾈ*B ほうれん草をゆでよう 兀 3ｩ*隕yvX,ﾉ_ｸ,h,ﾈ5(7X6｢ 5  ｸ5h8x92 
学習目標 壷mｩ4 , +ﾘ笹Y .)(Y_ｸ/ +r ･ゆでる調理法の良さを理解するp 啗(詹8,仆ｹj / . ,H.
C 凾ﾗきであることに気づく 唳+)yﾘ , 伜 +ZHﾏ越b ･カードに香かれている絵を相手にど 
よく協力して作業することができる ﾈ.h*H, *h.ｨ,h*(*俟ﾈ*jIZﾈﾆ  .):ｸ,ﾉ< *X/ Uﾈﾋｸ+X.h*H,h+x.
実施日   YD緝ﾈI?｢ 2005年11月9日   吋繆ﾈy?｢ 
授 莱 者 假hｼhﾆ 秒 活動.鋭明浪合授業 乖粳  k靺ﾈﾘx ｼb 活動.鋭明浪合授業 
対象学年 傅ﾈｧsiDb 小学5年生 傅ﾈｧs)Db 
対象教科 i.ｸ怩 家庭科 俛 ﾎ｢ 
磨材名 萎ﾈ. H8*)Z俎8+ *B 作っておいしく食べよう:食品の栄養 と働き  鬨,ﾈ- .ｸ,
学習目標 ｩ5る 鰻ﾉ  I]ｹ h,Y(ﾘ+x-r ･食品の栄養的な特徴や体内での働 唸ｫ ｨ/ +X,I[h/ ﾖﾈ*h. ,h/ ,｢ 
D 凾ｫことを考え､理解できる ｸ*ｩZｨ*して､身近なものも漢字を鮭つて表わ 
学んだことを生かして材料の準備が 唳 鰻  ﾉ> ,X,ﾈ皦,ﾘ*ｸ,YZｩ}r すことに気づき､実生亨舌の中で進ん 
できる  ,h*ｨ,X*ｸ.で湊字を使おうとすることができる 







＼ 剌t期教育実習[1] 做葦ｨｻ8支 ｳ%ﾒ 勤務校[3] 
授 莱 者 假hｼhﾆ  B 活動,説明浪合授業 乖籐  k靺ﾈﾘx ｼb ･活動.説明取合授業 
対象学年 傅ﾈｧs)Db 小学5年生 HｧsIDb 
対象教科 y B 家庭科 伜ｩ B 
膚材名  ,ﾈ犬 お米の素晴らしさを見直そう 倅  ﾆ  
学習目標 蔦  ,ﾈ献ｨ,ﾉ H*i_ｸ*ｨｯI,ｨ. * . ,b ･自分のとってきた食事に改善するこ ｹ:i X*ｸ+8,ﾉ? 9兢8蓼ｧ ﾆ .) 8蔗 
E 凾ｪ分かる h,ﾈ,8*ﾒ 角形をしきつめて､いろいろな模棟を 
･自分がよいと思った方法で数えるこ 唸哩wｸ,ﾈ685榎x*ﾙ 磯h/ ,h.ｸ*H,h+r 作ることができる 
とができる  ,h*ｨ,X*ｸ.
実施日   ID緝ﾈy?｢ 2004年10月13日   吋纔ﾈY?｢ 
授 莱 者 F 假hｼhﾆ JR 括動中心捜業 乖粳  k驟 ﾘx ｼb 活動.説明浪合夜業 
対象学年 傅ﾈｧsiDb 小学4年生 傅ﾈｧs9Db 
対象教科 i.ｸ怩 国語 俛 ﾎ｢ 
居材■名 倩H,ﾈ5h888ｹ*)M   .h.h*) b ｨ mｨ輾+X,B いろいろな意味をもつ青葉 (+(/ ,ﾈ* *ﾘ.
学習目標 唳y ,ﾘDﾘ+x.h*ﾘ-ﾈ.芥Dﾘ鳧ｭB -言葉遊びの辞を作る活動を通して､ 唸*運ｨ+ / .(ﾅｨ+ / ,h,ﾘ*ﾘ+x+X+ﾒ +(+(/ ,ﾈｴ8鰄+ ﾖﾈ*h. ,h*ｨ,R *ｸ.
仁よりかたまり方が違うことが分かる ﾘｶ ﾎｨ/  8+X*ﾘ諄*H+ ,h*ｨ,X*ｸ.
実施日   iD緝ﾈ9?｢ 2006年11月8日   僖 ﾈ綺?｢ 
授 莱 者 G 假hｼhﾆ  B 活動-説明浪合授業 乖粳  k驟 ﾘx ｼb 活動.説明浪合授業 
対象学年 傅ﾈｧs Db 小学5,6年生. 傅ﾈｧsYDb 
対象教科 俛 ﾎ｢ 家庭科 i.ｹ   
題材名  +b 身の回りを気持ち良くしよう 儻ｨ,Xﾞﾈ, ,H-ﾘ.h*B 
学習目榛 唳j倬ｨ,ﾉ:iYIZｨ,亢8/ WH*I 8+X*ﾒ ･前時のワークシートや3枚の換気扇 シートを通して､場所によって異なる 汚れがあることに気付き､ゴミや汚れ に応じた掃除方法があることを理解 する 坪岑鏐,ﾈｪｨ*ｹ_ｸ.)?ﾈ.ｩ_ｺH8鏐,ﾈ**ﾚH岑鏐,ﾈ +Y_ｸ*ｩZｨ*芥 2 
詐んだり番いたりできる 凾ﾉ気を付けて直線縫いをすることがで きる 
実施日   iD緝ﾈ｢ 2006年11月9日   僖纔ﾈ｢ 
授 莱 者 H 假hｼhﾆ  B 活動.説明混合授業 乖i 8 ｼb 活動.説明浪合授業 
対象学年 Hｧs9Db 小学5年生 傅ﾈｧsYDb 
対象教科 俛 ﾎ｢ 家庭科 i.ｸ怩 
題材二名 ﾘ.ﾘ+X*ﾘ+x.)wB 野菜サラダをつくろう! (7h5X6(4 ﾞﾈ.ｸ*B  
学習目標 唸ﾈﾎｨ,ﾉo ｨH/ yﾘ+ZH.h.瓜ｨ*･調理計画に従って､手順よく､-人 で野菜サラダを作ることができる ｨ韋+YdH*(.)+Xﾘx*(/ ,ｨ+X,JH9YB ,俶H8+ .ﾘ-ﾈﾏｸ* *ｹdH*)_ｸ/ ﾖﾂ *h. ,h*ｨ,X*ｸ.
やすい文を作ることができるようになる 唸 ( 8,ｸ/ ,(*I+)yﾘ+x.+ ,h*ｨ,X*ｸ.








＼ 晩  M2 晩2 
授業形態 乖i 8 ｼb 活動.説明混合投棄 乖粳  k靺ﾈﾘx ｼb 
対象学年 傅ﾈｧsiDb 小学4年生 傅ﾈｧsYDb 
対象教科 ﾘﾘy4逢x ,ﾈ鳧ｭB 算数 俛 ﾎ｢ 
題材名  ﾎｨ,Y+X,H-ﾘ.h*B 面積 ﾘ.x*(,ﾉ(h,ﾉ ﾂ 
学習目標 唸 wv &Rw&W薮Rf BvﾘｷR踐ﾘ  2 ･凸型や凹型の複合の見方を基に 啗(*ﾘ,(+8/ *ｨﾞﾈ, +ﾘ.ﾘ.x*(,ﾚB 
の意味を理解し､このダイアローグ ZH+Y 闇ﾉZ ﾘy ﾘﾆ ,ﾈｸ Y_ｹd /  どんなわらぐつか｣が分かる部分を見 
や､国名､地名の語嚢を使って､友 俟ﾈ*jH+Y 闇ﾉZ ﾘy ﾘﾆ ,ﾘ,ﾉ]8,ﾂ つけ､言葉でまとめることができる 
だちや免生と会話をしようとする *傀ｪH,ﾉ]8,ﾃ(*傀ｨ/  ｨ.ｨ,雕  ･同じ｢わらぐつ｣でも､視点によって 
-今までに学習した英語の語嚢やダ 儺(,X*ｸ. ,h,亢9WH*ﾒ 見方が違うことに気付き､作者の視点 
イアローグをできるだけたくさん使って 凾ﾅ作品の描かれ方を考えることができ 
お店やさんでの会話を楽しもうとする 凾
実施日   吋 ﾈi?｢ 2008年11月27日   吋 ﾈi?｢ 
＼ 晩B M5 晩b 
授業形態 乖粳  k驟 ﾘx ｼb 活動.説明浪合授業 乖粳  k靺ﾈﾘx ｼb 
対象学年 傅ﾈｧsYDb 小学4年生 傅ﾈｧsIDb 
対象教科 从ｸﾘy4逢x ,ﾈ鳧ｭB 理科 伜ｩ B 
題材名 (､X,ﾈ*8ﾈもののあたtまりかた  ,(,ﾉ I|ｨ,ﾈｭhﾅr 
学習目標 壷 (､X,ﾈﾙ ｯﾘ.駢ｨ,ﾉ h/ NH-r ･水を熟したとき､熱せられた水が上 壷 9_ｸﾆ / 788(68,偬H,ｸ.冢) 
る活動を通して､国によって色の認識  :ﾘ+ ,h,h.吋ﾘ*ｩ6 .ﾘ. ,h/ I R を通して､段数と正方形の数2畳の関 
が違うことを知る ﾉ:ｸ/ +(-x+ﾘﾋ ﾈｸ惠,jHｨ ,係には決まりがあることや､決まりを鮭 
イ太陽の色は何色?｣｢世界の信号 h. y7噂 ｸ/ +(-x+ﾘﾋ ﾈｸ惠,h/  う良さに気付くことができる 
の色は何色?｣rHeuoRedFaXの読 み聞かせ｣の3つのコミュニケーション 活動を楽しみながら､英語の内容を 推察したり発話したりする 亊hﾅyWH*Hﾖﾈ*h. ,h*ｨ,X*ｸ.ｲ 













分斉   ｢ 乃蝿 ｲ 
字習 
巨壌 
指 物   
(80分) ∇ ﾓc Z｢ (50分) ∇ 茶S S竰  
=l_.a.e_.音.≡ 仗Uﾓr ⊂盃霊コ15 ﾉDｨ8" 
@20  R 併? ~ﾈ廩抱廢ﾓb 
過 堤 R  ﾈ ｨ  (/ ? ?ｦ▼ ⊂二重壷豆垂≡:::]12 凵･ 7津の飲料の柑慮 
▼ R 
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▼ R R 
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分冥    套ｳ5ﾒ 
字習 日程 唸,(+  ,h*ｨ* ,(,H. *ﾘ+h*(,R(.ｨ+ *H,h+x.8 $h*B
(45分) 茶C兒｢く70分) ﾙZ｢
草lo [二至宝至≡コ5 ▼   2 ｸ~ﾈ5#B  R ▽ ｢~両｢15 ▼ (霊二)10 ▼ B  R  ﾄ R 
lLT 指 剩  R  R (至∋25 
坤 追  ﾃﾙ  ) #ﾓﾒ   R 
堤 劍 ﾉ  ｿ8 ﾓ R  R ⊂空竺二⊃20 ▼ 
▼ R LAS 




分譲 X ｵﾒ 忍ｳ 5" 
字習 冒轄 
指 導   
(時間t己分不明) ∇ ﾓc)Z｢ く45分) ▽ 茶C瓜｢ 
l木時のEf野花随l3 :-∫_■一.≦ 
二- ｢融l c  R  R  R 
過 荏 倆(嶹yﾙu(,h*H*b  R ▼ 暦124 
@ 凵･ R 
率16  ﾗ8*B ⊂翌二)10 [=璽墓変コ A 凵｢  
分真 ｳ( ﾂ ﾕｳ( ﾂ 
字習  ｢ 
‖ 剪 
字 管 捕 *   
(時間配分不明) ﾓc)Z｢(45分) 茶CyZ｢
∇ ∇ 
l実習の冒的確臨l ▼ ﾈ5)lｹ? ? ﾓ    R L三三丁 ｧご 
｢慧吾1 駘ｨﾋ粡R R ▼  些15 
･ill 3  食べることの35 
▼ 劍ｮ以(ﾈ(ﾘﾓ b 
過 9+x蕀? 2 ▼ t= 凵ｼ軍コ9 R ▼ 
▼ [二二蚕豆垂亘亘∈コ l ▼ 冤まとめI5 A CB 
[二重蛮麺=コ ﾉ  )-刎｣ｨ5#r 
△  R )m8ｹl 靼ｸｪﾘﾘ(ﾋ鈬    
分斉  ｳ8 ﾂ 忍ｳ8 ｢ 
字習 ｨ,X*ｸ.
日経 
芋 管 拷   
(分) 忠Z｢(45分) 茶CyZ｢
▽ B ▽ 
軍]5 丙ﾅ%ﾓ 2 軍5 ﾉ 凭ﾈ5#B ﾊ  R 
園9 ▼ 併l 3R 
可 過 堤 僉' 剩ﾙ重囲16 
▼ (悪霊≡⊃6 ▼ 耳躋ﾚ%2 ﾈ-ﾈ,h-  ▼ (霊)8 ▼4 rlF哀妄哀義手云~~｢ 




分譲 廼ｳ  ﾂ 覇ｳ  ﾂ 
耳管 
巨蕉 
学   
(45分) 茶C瓜｢(45分) 茶s)Z｢
▽ ∇ B 
[霊宝ヨ7  ? ? ｲ .ーさ=-I.-l 併 凭ﾈ #   
画30 併-B ▼ @5 R 偵b陷ﾈ,X,ﾈｿ依Fﾃ2 
管 rr g 劍 R  #  ▼ @26 
過 R ▼ 局  ? ｲ qB    ▼ @10 ▼ 
⊂二重互至亘=コ3 汎 S " ﾃﾙ 蓼蓼 ﾖﾆ
△ " "
斗斗 廼ｳ(5" 覇ｳ%ﾒ 
学習 
目標 
字   
(39分) 茶C Z｢(47分) 
∇ B ▽ B 
I L__麹堕.･.｣ ▼ 衲B ⊂聖霊二]5 ﾉ  ~ﾈ ? ﾓ
▼ R 
▼ @15 豫8ﾙY  ,ﾂ 鳧/ ﾞﾈ.@9 ▼ @23 
管 啜ﾂ粫鎚  R ▼ R 指 * 追 兌悪霊霊]7 併k  塵5 A 
堤  ? ? 2   藍]13 A  
分讃 廼ｳ5ﾒ 覇ｳ5ﾒ 
字習 
巨壌 h*ｨ,X*ｸ.
辛   
(46分) 嫡･yZ｢(49分) 
∇ ∇ 
に≡コ 併~ﾅﾓb L&E5 ▼ 版Y,Hﾛ ﾖ8ﾈ),BB  R ▼ 二三三㍉ 白 袷8ｮﾈﾆH險蕀? r 屋整｣lO 緬=ﾉ z3#B 
管 拝 呈牢 追  2 ⊂莞藍コ8 R 塵6 
荏 R ▼ 
二二｣ 繁k 巴蓋竺]5  " 




介護 肺 ｵﾒ 賠ｳ  ﾂ 
孝習 百儒 停 
字 管   
(時間配分不明) 茶C)Z｢(45うわ 茶CYZｨ," 
∇ 指導案紛失 ∇ B 
@6 丙 )~ﾈ 絣 [≡霊宝霊≡∃B ▼ ｢~南扇転盲岳有云~~114 ▼ @10 直15 
指 劍 R ▼ 
専 追 堤 凵･ l答え合わせをするE6 ▼ 畔･yyZ3   長髪｣16 
△ #  (藍)6 ▼ ｢~1両｢12 A 
分譲 盃ｳ%ﾒ 賠ｳ(5" 
学習 唸ｨ ,h, ,H腰,87(刪.ｨ*ｨ* . ,h/ + ﾅH58*ｺH587(刪.ｨ,
目標 
翠 管 確 率 過   
(45分) 茶S Z｢(60分)- 茶S Z｢
▽ ▽ 
[霊霊ヨ10 ｹ~ﾉ~ﾅﾓb ▼ lｩ{ﾉ:Itﾈﾋ粤 R  R 
墓]25 屋｣10 R ﾏｹ5ﾘﾍ冤 8麒 H勉 "  R      R ④40 ｸ 程 儉三萱蓋堅｣18 R  ﾈ柑~ﾈ5# R (藍)7 
▼ 国5 A R ﾉ] WH*板 ▼ l片付けるl 
△ 僊  
分譲 盃ｳ85" 賠ｳ8 ﾂ 
字習 
旨琵 
字   
く90分) 茶CYZ｢(46分) 
▽ B ∇ B 
L凍時の内等種紐F 柑~ﾉ/途 ｢悪霊1 漠 ﾉ6云H.   R 
▼ R [霊宝喜霊] ▼ 
▼ 併J5ﾓ 2 ⊂==三コ 管 指 ｨv唸  L遊芸｣ 
申 追 凾ｭ垂麺垂亘::)29 ▼ 
程   R [二霊霊コ6 ﾉ? ? 5" 
L芸.;霊芝L 宙5)w 2  ▼ l片仲ナろl R  ﾃﾒ   






(45分) 茶CyZ｢(45分) 茶S Z｢
て7 匹r ∇ 
面稀の求め方を11 




▼ R  
庶習ダイ7ローダを ▼ R 
使って全月で諌習25  
モデルトーク (6h8ｸ6rﾒことをまとめる  ,h/ -ﾈ,h-
ペアトJ--ク A   ﾂﾘ4 " △  
uBJJl学校5年国語 刪ﾈ4小学校5年絵合 
(49分) ﾓCYZ｢(46分) 
∇ B ▽ 
▼ R 7ｴﾄｧ( ｲ ▼ R 
▼ R 
耗要する 個人の礁色体強 儻I ﾈ,ﾉ^) i ﾈﾋ  
▼ R ▼ カタカナ扶3壬5 R 4ｨ5ｨ6凅 ｹ  R 
作者の礼貞Jb､t> 作品を考えろ ▼ R 




▽ B  
前時の確培5 ▼ 実額.-d育符 ▼ ﾈｦﾘ焏r  R ｬ"隗ｸﾜ R 
(器ごとに) 忠dh唏+(,h,鋳  
▼ 全件のまとめ5 R  8ﾈﾈ-ﾈ,h-   R 
(富農の考崇) 
▼ R R 
】各自のまとめl10 綿ｦYU8,ﾈ-ﾈ,h- R 



















5授業(A[2]､ B[2]､ C[2]､ F[1]､ H[2])と製作学習活動を行っていた2授業














春期教育実習[1] 做葦ｨｻ8支 ｳ( ﾂ 仂駝YYXﾏ  ｳ  
A   ｢ slA【之】 4SSAl3] 
?%0,:節 
B 坦 SIB【Z】 4SSBf3】 
封 
C ﾈ 8b 51⊂【2】 儡dSSct3] 
" 儉r 
D 禰  ｢ Dt2.】 僖【3】 
E 鉄E54WFﾅﾒ S41S15%El2] 僞【3】 
F 4gC  ｢ SSFt21 儡5F【3】 
別  
G 摂 %7%I 
H 鉄3SE54 ｢  S R SlHl2-] ssH【31: 
2:.26%"Q事  兀R 
図2.3_1各学習行動にかけられた時間の割合(接続期授業)





香期教育実習[1] 做葦ｨｻ8支 ｳ%ﾒ 動耕交〔8] 
丁4A【11 瀞ﾂﾂﾆ ﾗSｳ##｣s ﾆT4A【3】 
A 坦 
B   ｢ B【ヱ】 匹C ｢ 
∴､_J1% 
C 匹D8   Ct2】 疋 8  ｢ 
D ｣DH  ｢  ｣DH  ｢ 
" 
E 坦 T4E【2】 嚢  ｢ 
F 坦  問 
G  
H H【之】 豚  ｣｢ 
-Jノ4% 坦 
図2.3.2　各教授行動にかけられた時間の割合(接続期授業)





































































































































B1授業 亦ﾓVﾂ 6一-10 剿ﾆﾂﾓ S  bﾓ# ﾃ# ﾓ#S #bﾓ3  劔31-35136-40141-45146-Sol 
T1指示説明        ^ ｢ II) 剪   綿    ﾂ   免ﾂ     
T2教材提示乾布 免ﾂ  狽   売日   免ﾆﾈ ｲ   
T3板書 ｢     免ﾂ    免ﾄфﾆﾆﾂ  白  
T4机間巡視 幡ﾆﾄﾂ  僮 竸 示ﾔﾄ免ﾄ ﾂ 劔lll暮 ｢ I 白  姪ﾓ    白  
[3]勤務校の授業(授業者A､授業者B)
A3授業l1-516-10111-15l.16-20l 劔 ﾓ#S #bﾓ3 ﾂ 31-35l 劔bﾓC  剴C ﾓCVﾆﾆﾆﾂ 
T1清示説明■JL■tlJrlJ■IJ 劔免ﾆﾄ 箸 Ill 劔 ｢ 剿萋､粕
T2教材提示.配布ll 冤l I 免ﾖﾆﾆ      売､  
T3#+ 迫B 一■  薄ﾆﾂ       鳴 






























分類 D顆Hｯｨ  D頡葦ｨ  仂駝 ﾕ｢ 苓7ﾘ485ｲ 
基準1  ｳ  ﾂ 繊維と性質の関係 嚢 ｳ(5#ｨ- ,B ｳ( ﾃｩ ﾉZｩ ﾘ,ﾈ*ｹ_ｲ 
Cll] D[1〕 G[1] imｩ4ﾈｭhﾅx/ ｴﾉ?ﾂ 笹Yimｩ4ﾈｭhﾅr ｫ ｢ G【2]:汚れの特徴 僖[3]:めあて 
基準2 ｳ ﾓｩWｩUﾉlｨ,ﾈｬ  ｴﾉ  %ｳ ﾓｨW霾ｸ惠,ﾈｴﾉ?ﾂ 5ｳ ﾓｨﾋ ﾈｸ惠ｴﾉ?ﾂ Eｳ ﾓｨ鰄, ,H*ｸ+ﾙUﾈ麌/ +ｸ,ﾈ-ﾈ-ﾈ  +r eｳ ﾓｨ.H,X鳧ｭH,iy ,ﾉ&ilｨ,(*" ,HｬX+ﾘ+ ,h/ 8 8(+x.vc  ﾃｨｫ ｨ,ﾉ(xｭH.ﾘ* Yﾈ 咤 9ｨ*hﾘx.ﾘ+ｳ%ﾓｨ序-ﾙNH-x,ﾈﾈｸ惠/ ｴﾉ?ﾂ %ｸﾋcｩG ｯﾉzh,ﾈﾈｸ惠ｴﾉ?ﾂ 8 ｳ( ﾃｨ-H.ｨ/   / .H,X+ﾘﾈｸ惠/ ｴﾂ ?ﾈ+x.H ｳ( ﾃｩ ﾉ> ,X,ﾃ8,(,ﾉ:ﾘ*ｲ浦ﾈ %ﾓｨ  X.云H.h ｸ6r 
基準3 e3  ﾃｨｫI ｢ ﾃ%ﾒ 感想 ｳ5ﾒ 感想 B[1〕:感想 僭f2 H[2] H4(8ｸ5ｸ,ﾉuﾉ ｢ ｫI ｢ D[3] E[3] 亅I ｨ/ ﾅｸ*ﾒﾘ ｸ6r X.云H.ｈ6ﾘ ｸ6r
&*4  ﾓｹl [ ﾈﾙyﾙu(/ [ *ﾒ ｳ( ﾂ 分かったことを響く ｳ5ﾒ 清作.母の気持ち 晩#ｨｮ(ﾊ俑 / ﾈx.兩ｸﾟH/ *ﾒ 
D[1〕:自分の選択 僂[2〕 兒ｨ* +ﾘ+ ,h/ MH*ﾒ B[3] ﾈ*ﾉn) M3;自分の考えを督く 
E[1〕:自分の考えを穿く 僖[2] 鰻兒ｩ,B[3] 駢 n) M4:学習で理解した内容を整理 
F[1]:ゆで卵を放った朝食を考え 僞[2] 鰻ﾈ竧.雲ｸ,ﾈﾖﾈ*b B[3〕 凭  芥9｢ﾘ ｸ6rM5:実験結果を踏まえて自分の 
る G[1〕:基本文を詳しくする作文 僥[2〕:集めた富来で､韓を作る 傳[3]:練習閑居､解答 剄lえを整理 M6:学習で分かったことを踏まえ 



















分類 D顆Hｯｨ  D頡葦ｨ瑚  劫務校 刄}イスター 
役割1 ｳ ﾓｨｬ +X+ﾙWｩUﾉlｨ,ﾈ､x/ FH*ﾙw  mR ｳ%ﾓｸ+X,ﾈ竧.雲ｸ,ﾉ  kC[3〕:授業テーマ 刄Vート 
A[1 がせ B[1] B〔11 B[1] C[l F【1〕 H[1 HﾆiXI*X,ﾈｭhﾅx,ﾉUﾈ ,ﾒ .h*H,X,H*(.x,(,ﾈ徐{Ykﾈ4ｨ ｸ6匯=hﾈｸ惠,ﾈｴﾉ?ﾉw 鐫  胃駝ﾈ,ﾈ4ｨ ｸ6鮭ﾈ,imｩ4 ｯ *ｸ+yw 鐫 .H,Yy ,ﾈﾞﾈ.雲ｲ Ut狽｢ﾕDA[2]:実習方法 B[2〕:アジのムニエル作り方 C[2]泊うれん革のゆで方 H[2]:野菜サラダの手塀 盃ｳ5ﾓｨｯx9w dH*)_ｸ訷  
役割2 嶋 5#ｨﾋ ,ﾉ_ｸｸ2緯杏h,ﾈ諄*" _ｲｳ# ｹ ｨhﾏ ｨ,ﾉ  kG〔3〕:まっすぐ縫うポイント 儁1:フラッシュカード(新規内容) 
Dl1]:食品表示の項目を示した用紙 剪 
F[1] イント Gll] H[1〕 鐙ｬ  ,ﾈ雹5 .H,X.ﾘ-ﾈ7ﾂ  $ｨ*(+ﾙmR ｨ , +ﾘｫ ｨ4ｨ ｸ6ｉYﾈ ｨｽ鞴 "顆 ﾎｨ4ｨ ｸ6B【2]:時間目安や要点を示したカー ド B【2]:廃棄率の目安表 Dt2〕:体内での働きカード GlZ]:場所とごみの分類例(復習) 剩ﾓSｩ ﾈ敢惓XiJYyﾘ+X+ﾙw mR 
役割3 廼ｳ ﾓ｣ #9T8,ﾈｹｸ*ｩ¥ / ,X*(.丶r ｸ4h ｸ6x,i 陌竰 7( ｴﾃ｣ #9T8,ﾈｹｸ*ｩ¥ / ,X8ﾈ㈱5j2 6r 覇ｳ( ﾃｨﾗ o(,ﾈ4ｨ ｸ6ｃ栄r 儁2:現喝を示した用耗 M5:本時の鉄塔を示した用紙 
役割4 忍ｳ  ﾃｹy ,h-H.ｨ/   ,h6 ,亊h+x.忍ｳ( ﾃｨｸｹ  6ｨ8X ｲ A[3〕:清作と母の膏薬を番いたカ- 儁2:共通点を見出すための解答例 
陳報一斉(太陽紋)  Z  I[痴sﾒ 
G【1]:前年度に習った漢字(40) 僞[1]:手ばかりの資料 忍ｳ2  
H[1〕:ヒントカード 僥[2】:rとる｣の詩の掲示 忍ｳ2 ﾝ顏  uｳ2 2 ミシンの縫い方写其資料 




















分類. D顆Hｯｨ  3年秋期実習 仂駝 ﾕ｢ マイスター 
役割1   
役割2   
役割3  M4:栄(3種類) M5:粘度のある水の見本 
役割4 ｳ  ｣ｩ i6ｸ,ﾉ yYB[2]二3枚おろしアジの実物見本 廼ｳ8 ﾃSｨ,ﾘ+8-ﾚH,ﾈ.M1:ALT 
F〔1]:割れたゆで卵見本 之ﾃ%ﾓ｣ Zｨ,ﾈ+)M  Uｳ( ﾃｨ4ﾈ8872 x ｳ( ﾃｩ 偖x-ﾘ+(-ﾘ,ﾈZuｳ( ﾃｩ H H6x488ﾊIzﾈ+X,ﾈｫxｴ9 7H4(8ｸ5ｲ G[3〕:資料布 H[1]:ナップザック 晩 ｨⅹV唏揵;仞 5H6(4ｨ ｸ7ｸ ｲ 8ｺH4x7h8ﾘ98,r
役割5   ﾃｨ8ｸ ｸ7A[2]:しょうゆ､だし 嚢 ﾓSｩ ﾈ.郁b M5:実験用具(班別セット) 
A[1〕:綿､ポリエステル､毛の布 試料- ｳ%ﾓｩ+)yﾙw ｾⅸ5h ｸ92 G[3]:練習布 晩Sｨ5( ｸ7  ｸ*ｨ.r 
B[1]:飲料水糖度の実験用具  ｳ%ﾓｨ4 5rほ ﾃ ObH[3]:練習布 晩Sｨ5H ｸ8(6X ｸ7b 



















分類 9D顆Hｯｨ  3年秋期実習 仂駝 ﾕ｢ マイスター 
役割1   
役割2  盃ｳ8 ﾃｩdH*)_ｸ7(6h4 
役割3 禰 ｶﾅﾓｩmX ｸ 5る 鰻ﾉ   I 鰻ﾉ]ｹ bD[2〕:3つの定食イラスト ｳ5ﾓｨ*(.ｸ.ﾈ  B Ml:PC(有名人の画像や学習関連デー タ) 
D[2]:体の絵 ｳ5ﾓｩ (､Y&ﾒ閲x,ﾈﾗ9/bM3:登敏人物イラスト 
E〔21:黄:緑:蘇-3:2:1の図 ｳ5ﾓｩnﾈﾏｸ (,ﾈ  B Eｳ5ﾓｨﾊ(,h ,ﾈ,ﾈ4ｨ ｸ6H ｳ5ﾓｩ&ﾘ,ﾈ488r Uｳ5ﾓｩWｸｶﾈ-ﾉ~  M4:世界地図(国旗紹介) M6:ピラミッドの絵(3段､5段,10段) 
役寄k   ﾓｨ8 4ｸ6ﾈ.(ﾊ(,x,ﾈ4ｨ ｸ6イ kﾂUｳ8 ｣ｩWｸｶﾈ-ﾈﾊ冏ｲ uｳ8 ｣ｨｹ  X7ｸ7(92 Ml:ビデオテープ(ダイアログ) Ml:国旗カード M1`:PC(なりきりゲーム) M1:お面(なりきりゲーム) M4:世界白地図(クイズ用国旗9枚) M4:世界白地図(発表用倍号カード) M4:補色の絵カード M4:PC(カタカナ鉄道) M5:異観結果説明用の絵 





















































































































































































































































































































































































考となるのは､ NCATEの示すスタンダードの記述内容である｡ standardsl (志願
者の知識･技術､専門職としての気質)及び下位項目の記述内容を概観すると､
養成段階で求められている内容は4点に集約される｡それらは､ ｢①重要な本質や









































































































































































































































































分類項目 劔 B 具体的記述例(部分抽出) 
求 め ﾘ+ ,B ,ﾂ |r ア人間性 茶r○人間愛.教職-GDJ情熱､誠実､公平､温和､親切､明朗､協嗣性､斉触感などの人 
間的な資質(1)/ノJ苛としての魅力(1)/円満な人格(i)/健康(1)///二感受性(1)他2 
(3) ﾉdﾈ*ﾈｭI ｲ梯 輕H蹂,i^x.ﾘ.ｨ.ﾉ[X* . ,b
イ教養 茶"○広い一般教菱(2) 
(2) ﾈ檍,ﾈ耳醜,h+X,H,ﾊ)/綾9T  x,儻H*ﾘﾔﾈ*(雹nﾈ*ｨ* . ,b訂 x*ﾈ.ｨ*" 
ら れ 劔であり､作法が身に付いていること(1) 
敬 師 Xｻ9 R  B (7) ｸﾛy¥ｨ.)Ix･ Hﾊ y隘 ,儻 ｫH,綾8踪,h+X,H,ﾈ 窿 艇ｻ8支,ﾈ覃饕ﾘ,ﾉv ｼR梯 ﾊH靆Hｸh,凭8-窿 訂Dﾙ 8,Xﾏi[ﾘ,I7ｃ 訂 ﾃ2 る 質 質 剪ィ●家庭科を指導する情熱守使命感(2)/忍耐力に富み教育の仕事-の楽しみ(1)/他1 
エ子ども -の愛情 茶"■○子どもが好き(1)/子どもに積極的に関わっていく魅変(1) 




求 x OR   カ授菓 構成力 茶鋳 ○故青の目的と価値に関する知識(1)/目標の明確化(1)//′教科目的.内容.を学問其 
理理解(1)/単元絶縁のカ(1)/カリキュラム編成のカ(2)/構想力(1)//′指簿の梼 
憩.設計の力(1)/ヨ安楽をデザインする(1) 
(4) ﾈｻ8怦,ﾈ,ｸ.x*(.)<  ｸ,ﾉyﾘ.(彿.ｸ怦ｻ8支,ﾈ wi ｸ,ﾉDh 艇ｻ8怏> vX/ ]) ﾈ+x.
カ(2)/生活課韓を発見させ望ましい方向を模索させる多様な｢カ港の知識｣(1) 
キ教材 茶ｒ ○教科についての知識.技術(1)/素鞭解の力(1)/特定の内容を教えることに関す 
る知識(2)/素材開発の力(1)///カリキュラム教材の知識(1)///教材の研究(2) 
(10) ﾉ hｨ渥h / Jﾘﾊ8+ﾈｭH,ﾈ*ﾘ.x+X,h+X,Ieﾘ-ﾈ+X*)_ｸﾏﾈ/ lﾘﾟX+8+仆8孜> vX/ >  
め ら れ 剏､究力 僥3ヽP目 包しているr教材の知識｣(1)/知織と技能を総合的に身に付けている(1)//御ヒ 
のカ(1)/働構成力(1)//教科内容を理解する力(2)///専門教科に通じる知識(4) 
ク授業 茶 R○指導の技術力(3)///指導方法の組紋力(1)/課題提示の技術(1)../′発間の技術(1)/ 話術..表情等(2).ペ実業を認知するカ(1)/教育評価を教育的に実践できるカ(1)/カ 
展開力 刄潟Lユラム調整の力(1)//分かりやすく授業展開するカ(2)./他2 
(5) ﾈｧX*ﾙZｨ*假hｼhﾞﾈ.ﾈｻ9/ ﾗ8郊,ﾈ､ｩJﾘ,i ｸﾗ2ィ艇ｧx- * *If闇xﾞﾈ.育 r
児 童 坐. 荏 理 解  Jﾙ$" (5) ｹ ｸ髯;i i6ｸ,ﾉ ﾉ+yJﾙ$(,(*(,H,ﾉyﾘ艇ｻ8怦 (,JI ﾙvﾈ,育 ,x. ,ﾂ 
る 舵 力 凾ﾌ理解 刳w習過程と発達を個性豊かに理解するカ(1)/心聾学や教育学の実際的な知識(1) (2) ﾉ ｸ髯;i i6ｸ,ﾉ ﾉ+yJﾙ$(,ﾉyﾘ
コ実態 の理解 茶"〇千どもの学習相見､悩み､要求､生活状況などを適切に把擾する力(2) 
(7) ﾈ髯;bi6ｸ,ﾉ 9 x,ﾉJﾙ$(.) hｨ握(ｺｸ,ﾈ H/ &ﾘ, ,H*(. ,bコ梯ｸ,x. 齷 x,h+ｲ 
の生活を理解する力(1)/地域社会の状況を理解し､生徒の家庭の理解(1) 
学 級 管 警 管 Hﾆ 9|ﾒ (3) ｸｧxｸﾈﾆ 8,hﾝy ﾈ,(*(,H,ﾈﾔﾈ*(ﾋIyﾘ,i_ｹzｨ,(*(,H,ﾉ&ﾘ 梯 ﾕｩk Zｩ_Sｨｻ82 
負の除合的協力体制のもと学校運営に積極的に参加しうる力(生活指導､事務､校外 
交渉､部活動､pTA等)(1)/教室運営力(1) 
シ人間関 係の調整 茶2○学校や地域.家庭での子どもの生哲と学習活動を把達し､激励し､支援できる力(1) /教科実践において､子どもたちと集団的､個別的積極的な人間関係をつくる力(1) 
.//｢教師として他者から学ぶ力(1) 
(3) ﾉ ﾈ,ﾈｻ9M8醜,h,ﾈｺiNｸ,儻ﾚI 佰 zﾈ/  ﾘ, ,H*(. ,b艇ｺi|ﾙ ﾉ x/ ,b .處ﾒ
整 変 化 逸 檠¥(1) ｸﾚ ?ｨ,ﾈ鳬 8*ｨｸ -處ﾒ饑 <x騫ﾙ|ﾚHﾙ ﾝｸﾏ zﾉ|ﾚHｬ(ｺｹ]ｹ 8 榎ﾚI&闔i 
携交流力等)(1) 
(12) ﾈ鳬 8,ﾉ¥ ｸ,8ｴ8+X+ﾘ笹 員ｩ hｨ(彿.ｹ hｨ9Lｨ,亊h+x.儘ﾈ*)&ﾙ H,idﾈ*hｨ鞍
の ｲﾘ,ﾂ 亰ﾈ*ﾓ2梯ﾉ hｨﾈ ﾏﾈ8/  ﾘ.ｸ*H,h+ZI 闕8ﾔ姥h,X*ｸ.僞ﾉ|ﾒ訂n) 亜 ﾈ右ﾉ|ﾒ
対 応 陌艇4ﾘ ｲX8ﾈ,郁ｹ5X,ﾈﾗ9:驂ﾒ艇ｻ8怦,ﾉ> vX.(轌; ,ﾉ_ｹg(,ﾘ彿.ｹ hｨ芥檍 
梼とともに変遷していく要素があるので､その変化に対応できる学究的態度がある 
こと(1)//他5 
○ :教師の資質維力に関する記述(記述総数: 6 4)

































































内容 分類 h8ﾘ4 ,ﾉzﾈ.｢ D4  各部分のねらい 
教師の立場1生徒の立場 
第1の 咤ﾘ  糘 42 ; i 平等な関係について､ 7F柳･学習者である学生が平等な関係につ 
内容 凵z自分の考えを整理するロ 凾｢てどのように捉えているかを見直し､ 自分の中にある枠組みを整理すること 
第2の 内容 俔ﾉ> / ｸｩw +X,JI[ﾙ9 ﾆ ･普段不便と感じていない場所が立場 を変えると障壁になっていることに気付 
環境や関係について気 
付きのあるコースを計画 Do Check ﾘ+ ,b Xｧy h齷 x*ｩ ﾉ4握(ｺｸ,h+X,H,x,ﾈ.h*B ,x-x*ｸ* ﾖﾈ*h.儺ｹwi ｸ,亢8,8*ﾘ+  ,b Xｻ8踪,ﾉzxｨ*y i6ｸ,亢9WH*ｸ/ ub   6
するp ﾈ,ﾄh8ｸ ｸ7h*ｩ ﾘﾇb 
したコースを経験し､ コースの意図を予想す るD 
計画と結果を付き合わせ､ 
気付きのある体験(コ- 
ス)について省察する. Re且ection) ﾙi 8,ﾘ,x,ﾈ.h7C#ｨｨ  ﾙ.x.｢ ,h*(* ﾖﾈ*h. ,b 
第3の 男女平等について考 える授業を追体験する○ 宙 g ﾆ 竰 F･用いている資料の良否について､具 
内容 剔ﾌ的に考えること 
第4の ∵!? [ﾙ9渥hﾅx/ ﾖﾈ*h. ,b 】 宙 g ﾆ 竰 F 6ｲ･生徒と教師の立場から授業の構成や のできる授業｣について 劔> vX,ﾈ,(,ｨ. ﾊ ,b 
内谷 ) +x.ｲ 凵謗ｩ分の考えをまとめ表現すること 
第5の 内容  ｢ [ﾙ9ﾈ雹5  ﾙ.ZI[ﾙ9渥hﾅx," ﾆ ﾔF･少人数のクンレ-プで5,6時間程度 
いて考えることのできる授業を構憩するo 劍,ﾈ ｼh/ ﾕﾉ ｨ+x.佝  / ,ｨ+X,JG)[ﾒ 9,(,ｨ.ｸ.x*(/ 鰄, +ﾘ ｼh,ﾂ 
＼▲】 劔zﾈ.ｨ/ ﾖﾈ*h. ,b X彿.ｸ怦*ｩ(hｦｨ, ｩ'YWH*H*(.們  
構想授業の報告会 劔 ｩ4帝 ﾈﾋ 4乖ﾈ.h.h*) x-ﾘﾙﾒ 






























































視点A:社会変化-の対応 侏ｹ 8檍,ﾉn) )¥ ｸ,陌X.h*H,h+X,H*(.
視点B:よりよい生活実現 乂x > vX/  hｨﾈｩlｨ,(, .h*H,h+X,H*(.
視点C:体験活動の位置付け 冖隕ﾘ,盈ｩUx,ﾈ* .ﾈﾋ ｨ 見'X,8*h*H,h+X,H*(.
視点D:教師と生徒の意図の関連 i6ｸ,ﾈ輊ﾖﾈ, Izﾈ.ｨ/ ﾞﾈ.ｸ*H,h+X,H*(.
表3.2,3　各視点の理解状況を判断する基準
基準 倩ｹ5 視点B 倩ｹ5 視点D 
○ 冦ｩUx,x-ﾘﾙH*" .つながる場面(内容) ﾈﾋ ｨﾉmｩ4ｩk無理のない思考の流 
か細みi入めている  ,X* .九が細めている 
△ 冦ｩUx,ﾈ,h.x*i_ｸ*ｨﾛB 組み込んでいるが生 ﾈﾋ  ｨｬy:ﾉmｩ4ｩ&r 思考の流れに無理が 
日東 乖佇ｸ- WH*ｸ,ﾘ*" 暁 ﾘ.x.ｨ.
















FJレ- ( ｸ5x-ﾘﾙ +コースの意図 ﾈﾋ +X+ﾘｧy h*｢ 設計コースの省察.気づき 
プⅠ Y 9:考えさせたい主な内容 冰ﾉ ｨ+X+ﾙ ﾘﾇh,ﾈ ﾒ 
a ｨｷﾉ  ;坪､ｹ&ﾂ ･坂道や階段の大変さ ｩ y ﾈ*ｨ齷u(," ○コース設定の意図は伝わった 
昇降 唸*ｨ- ,h,ﾉ Y¥2 人々に対する患いやりや支凄 ｹDIWy ﾈﾋ ,ﾉ ﾂﾘ,ﾈ攣 ｩW8 Z｢ 
2:靴の着脱 唸ﾔH*(,h. ,ﾈ*ｨﾊﾘ*" の気持 ﾈ櫁 +x.ﾘ-ﾉ ﾈ.  ﾙ.x-x*ｲ 
3:ものを拾う 唳 ﾈ/ 辷*h. ,h,ﾉ>X+2 -実際に体験することで日常生 ﾉ ﾈﾋ ,ﾈ+ﾘ-ﾈ鳧ｭIGｩZｨ/ ﾖﾈ*h.
4:障春物間を通過 唳)9}h,ﾉ>X+2 活での不自由な場面に気付く ﾈﾝｸ,儻9]h,h+ .ｸ,ﾉ[x*ｸ竧.｢ 
こと -革いすでの校舎脇の長いの ぼり 儺ｹwb 
ち ｩH8*)Z +x.･子ども連れなどで手がふ 唳{ﾈ訷*ｨﾜx*ｨ, +ﾘ9 H,8+○妊婦にとって両手がふさがること 
2:階段の昇降 8*ｨ,(,H*(.倬ﾉH8*)Zﾂ ･目が見えにくいことの恐さや ﾙW9]b 
3:トイレの使用 儻9]h+8,h辷 ,ﾉ_ｸｸ2 疲れ ｹ H+ / / .ｨ,H*(.倬ﾘ掣Z
･階段の上り下りの大変さ 唸,x,ﾈ.h*H,磯(ｨ,X * Tｲ を置く場所が必要 
･バリアフリーの必要性 冽h,h+X,H*(.ﾈ* yﾘ+x.  ●安全性を確保する大切さ 
-障害者用トイレの必要性 b X6x488ﾈ,X,ﾚHﾉ(ﾘw ,h 饕 ●体験前の説明や振りかえる時間 
の確保 
着用で何が違い､どの作業が ﾈ齷Zｨ+ﾘ+ｩ4ｹ 稲飲X* ｧx-B 
難しいか  ,h*ｩ Y 
C ｨ6 / ､ｨ*･健常者には気付きにくい 唸雹nﾈ*ｨｻx**Hｭi ｨ齷u(,○新生児を抱いた人-の課題は簡 
2:階段を降りる 儻9]h+8,亢8,8*ﾒ かないことの不便さや精神的不  +x*ﾈ+ﾒ 
3:ロープをまたぐ 唳 ﾈﾋ / ,ｨ+X,ITｹwh,稲飲R 安 ｸ岔Kﾉ x*ｩW8齷u(,ｨﾘx,ﾉ ﾈﾋ ,ﾒ 
4:靴を着脱する  &ﾘ.･新生児を抱いて片手が塞がつ X*ｸ+ﾒ 
･足もとが見えずらいことの H*(.9 H,YW8齷u(+8/ yﾘ ●学校だけでなく､家やスーパーで 
恐ろしさ.大変さ x.Y Y¥9yﾘ+ZIZ xh+X+ﾘ鰾 の日常生活を取り入れるとよい 
●体験だけでない考える時間をとる 
に気づかう気持ちをもつこと ﾈ齷Zｨ+ﾘ+Xﾈ(*閏x*ﾘ+  ,b 
d ｨ齷5ﾘ棈ｭH/ ,ｨ暈 ･エレベータ操作の難しさ 唳,ｨ.碓ﾈｴ); ,ｨ.俑)mX+2 ○意図は伝わっていた○健常者が 
2:エレベータの 唳N ,ﾈ､ｩ¥(鳧ｭH,hh.異ﾒ ･腕をあげることの困薄さ､出入 們 ﾝｸ,x,ﾈ.h*H,偃飲X*x.ｨ,h*" 
乗降 ﾈﾅﾘ+X*ｲ りを機敏に行うことの困難さ ｹ  +ﾘ*ﾈ,X,ﾘ ;X*ｸ,
3:階段と坂道 唸棈*(+x,X､ｹ&hﾞ); ,｢ ･高齢者にとつては少しの段差 (+ﾒ 
ることの不便さと手助け ｨ,h,H. ﾚ)>Xﾔｸ*(+ ,b ●自分たちが適切な手助けを学ぶ 
･狭い通路の通りにくさ 唸ﾉ(ﾘ*ｩ y ﾈ,ﾈ齷u(*ｨ* -ﾈ.ことが必要 
きかない人に優しくないかに気 ﾈ櫁 +x.H,h+8.ｨ.H,ﾉ{ﾉ_ｸ/ ﾈ





































視点 ｨ檠¥ ｲﾘ,ﾉ 陌B:よりよい生活実現 ｩ ﾈﾋ ｨﾈ見'YWH*D:教師と生徒の意図の関連 
ア ｳｩ x ,X,H齷Z｢ ○:知識の学習.体験に ｳｩ y ﾈ ･ / 5H7ﾈ ｲ ○:身障者の不便を予想-接し方 
にできることを考えさせる h.丿ﾘ* ｮ唏齷Z｢ トする方法や考え方の学  yﾘﾘ ﾈﾋ ,h5H7ﾈ ｸ6x+8.ｨ.H,ﾂ 
内容 X*ｸ. ,h/ ﾖﾈ*h. vR 習を確かめる場 亢8鰄+ ﾘ自?ｩZｨ,X*ｸ. ,hﾖﾂ *h.
イ #ｩ X,ﾉ hｨ  X.云B △:家族のおやつ分類 ｳｩ Xｭhﾅx,(*(,JB △:おやつの平等なわけ方を考え 
り違いに気づく内容 ｳｨ彿  ,ﾈ自?ｩ hｨ磯隴B ｢平等｣の視点から対比 壷 X,ﾉ Y¥8/ ｺhｶ8耳彿  ,ﾂ 
を調べる内容 ZHﾖﾈ*h.ｸ, * ub .｢ 生活時間を知る-児童の権利を理 解-親子の大変さ 協議 
9 ｳｩ$X. *(,(,X.  ･  ○:地域の福祉施設を訪 ｳｩD ,h. ,bﾘ,ﾉ ｩ ﾂ ○:高齢者に関する理解-体験に 
があれば支援を受け､ど 冢(+Xｧxﾕｨ,iNH-x. vR 力を高め､外国や日本の h.凉ﾘﾘ､  ,ﾉY 8,i?ｩgｸ,ﾉY
の人も高齢者になること に気づく内容 剳沁モ 揄 ｷる場 倆 ,ﾉyﾘ自&闔h,ﾉY 8,ﾉyﾘ,idｲ n"ﾙyﾙDﾉyﾘ自?ｩZｨ,ﾈﾖﾈ*h,ﾂ  騫ﾒ 
コこ ｳｩmｨ,侈h. V△:様々なバリアを解消 ｳｨﾘ)~竟(/ 竧.穐ｨ*ﾓH," ○:シニア体験と不便さの理解-バ 
でなく､目に見えない障 x.倡ｹ ﾘ,x/ +Xﾘx*B の障壁(物理的､文化. 未 ,ﾈ,ﾈ+ﾘ-ﾈ郢 ﾒﾙ ﾙOX,hﾗ2 
害にも目を向ける内容  vR 情報､意識的､制度的バ リアー)があることに気づ くきっかけの場 ﾘ,ﾉo ｨH,ﾉyﾘﾘﾘ)~竟) x.齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h,ﾉ 騫ﾒ 
オ ｳｨ齷Zｨ,ﾈ5x4h985ｸ6○:身の周りにある性役 #ｨ彿.ｸ,ﾈ覃馼,ﾉZｩ%8,○:身の周りにある自分の偏見を振 
イヤスの意識に気づき､ 乖H/ yﾘ+ZH齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*b ついて自分の考えを見直 云H.ぺ徂馼,x.兒ｩ H,ﾈﾖﾈ*b 
自分の将来の生活を考 える内容  -ﾈ,h- vR し深めるための場 仄hｶ2ﾘ7(6h4倩ｹ*籐&ｨ ,ﾉo ｨB .(ﾝﾘ.雲ｸ,X,H齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/ ﾊ+ﾈ+r 
カ ｳｩ ﾈﾋ .(ｺiwx/ ｮ咤 ○:自分や身近な人の経 ｳｩDIWx,ﾉ Y¥8/  ｩ ﾂ ○:子育て経験を開いて妊婦疑似 子育てに対する自分の 侏 %x/ ｮ俾兒ｨ,ﾈ屍 しやすくし､自分の子音 ﾈﾋ ﾘ支,H.ﾂ陞顋X+x.ﾈ,ﾈｴ2 




































































分類 刹L述数 n=18) 具体的記述の概要 





イ:テーマ｢平等｣  剔且閧ﾌ立場を尊重して思いやりの気持ちが大切で､相手の立場に立って考えたり気持 ちを理解することでより深められる/社会は老若男女､多くの人とともに生きることで成り 
の意味 5.8) 剽ｧっており､共に分かち合う力が育つ授業を作ることを学べた/平等について深く考え た 
グ Sｩti ﾈ,ﾈﾖﾂ 13 (25.0%) 途 ｢平等な関係を築きともに生きる｣ことを生徒が考える授業ではいろんな人の意見や言葉 
ノレ 劔が開けてよかつた(2)/他の人の意見を聞くことは､新たな発見があり､自分も頑張ろうと 
ー h/ &ﾘ.h+2 剋vフいい機会になった(2)/自分の考えた方法とみんなの考えた方法は違っていてとて 
プ 活 動 の .1ゝ-_ 劔も勉強になった(2)o/他のグループの指導やワークシートを見ることができたことが特 
に良かつた 
エ:自分の いたらなさ- の気づき  I ﾈ,Xﾗ8, +ﾘ,ﾈ,ZH齷Zｨ自 ﾈ,X,ﾘﾗ8*ｸﾎｨ. ,h. , ,h*(.ｸ+ . ,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ梯 齷Zｨ自 ﾈ,X,ﾘ4 486h4 W9 ｸ,X*(*( ｼh,ﾙ  +ﾒ訂JﾙUﾈ,ﾈ鳧,iLx,ﾂ 
J冒､ 義 劔友達はあっという間に答えていて凄いと思った/発表していると自分が何を言っている 
かだんだん分からなくなってきてしまいまだまだだと感じた 














ク:生徒の祝  i.ｸ怦,ﾈ ｼh戊.) i6ｸ,ﾈｴ9WH*ｸ,x,(*(,Hｾﾉ488  ｸ5x/ 鰄,H+(+ﾘ*ｪB この授業では授業を受ける側と提供する側の考えを比較しながら授業を考えることがで 





































































































































































;枠組み 俔ﾉ ﾉwi b 倬 {h- NHｧ(,ﾈ雹5
l 授業構成力  " 2 内容(目標､レベル) 假hｼh,ﾈ･Iwh5h ｸ6x ｢ 
指導過程(流れ) ｹ ﾉ i_ｺH淤  ,ﾉ_ｸﾟB逢x mｩUr vR 
指婆過程(時間配分) 艇ｧx 轌; 暹/b 隴IGｩZ｢
a:関連知識.背景知識 ｸ4h ｸ6xﾟﾈ{｢ 
e:ワークシート  vR霹 i6ｸ,h,(,H,ﾈ*ｸ.(+x+2騫ﾘ+X.(+r 
f:資料.教材 2 
授業展開力 穆ｨｻ8踪,ﾈﾋ駢Hﾊﾘ**IL(I B 【板書記録/発言の逐語記録】 磨 儉(ﾕﾉ " ﾘﾋB vRi6ｸ,h,ﾈ咎9ｩ H.(咎9｢ 














過程をまとめた(表3.3.2)0 6グループ中､ 3グループ(A､ B､ C)が導入部
分､残り3グループ(D､ E､ F)が展開部分を実施していた｡また､ 3グルー
プは､グループ活動や体験的な活動を指導過程に取り入れていた(A :シニア体
表3.3.2　各グループが構想した授業の概要
グ′レ-プ  B  D 燃 F 
授業 i  -ﾘ/ ,ｨ -ﾒ 栄養素に付いて考 雕X,ﾈ+ﾘ-倩I$" 衣服のリサイク′レ 添 X哩wｹ{ﾉ:ﾘ*ｲ 子どもの成長と遊 
テーマ (+x*(徂ﾞﾈ.えよう ｨ,X*ｸ. ,b を考えよう  &ﾘ.ｸ*B ぴの変化 
目棟 俘)~竟(.)v8髦,ﾉ r 自分の朝食を振り 雕Xｬ(ｺｸ,ﾈ敢嶌/  自分の衣生活を見 佶(ﾔ顋ﾉG .) ﾉ+x,ﾂ 幼児の生活の大部 ㈱鞘敦を知る 兢H. ｹ  ﾊ(*知り自分の生毒舌と ﾈ+YW9w , +ﾒ ために必要な栄獲 兒ｨ/  冰h- ,
ち ﾈ-x- ,(*ｸ/ &ﾒ .衣服の有効利用を 考える 几 ｭﾈ-鰻 yﾒ +x.興味,関心をもつ 
▽ B ▽ ∇ 1 B 
15 分 間 几 苛二前調査の箱= 異から朝食を 摂取している hｨx,ﾈﾖ(,Xｬ" ｺｹX x/ ub ,H*(.ｨ耳ｼ  画 再利用や活用 X,ﾉ 鰻ｨ ｲ 6 哩wｸ雋 1 自分の経験と 重ね幼l 
の 学 俘)~竟(ｵ韜y ﾂ ﾋ  Xｾ  Y(R 状況を知る l 髭B &ﾘ.ﾂ 唏,ﾂ 5YZｩ}x.ﾂ て児初 の遊びを思い 出す 
管 指 X,Hﾘ)~竟(,ﾂ  y ﾉ4 *X/  評査結果を基 に朝食の摂取 鎚齷Zｨ,ﾉ hｨ   X. .芥ﾅ Y  園 =   l 様々な幼児の 
導 唳uﾉ ｨ+x.について考え 儿 xﾘ *B *(*8 ｸ B 剽Vびがどのこ 
過 程 鳴 ﾘ)~竟(,ﾉ< *R * (4｢ / &ﾘ.凾 ﾌものカ予 想する 
をまとめる 】 I $l;義.潤 x,X*ｸ.儘Wh/ ﾖﾈ*h. ?  
△ " △ " △ " 

















ク'/レ- プ  B カ授業構成力 侘"  B キ教材研究力  B ク授業展開力 
A     釘 ･教師の気持ちも高める必要があると思った -生徒-の話し方がぎこちなくなった 一考えているように授業を進められなかった ･良い発言をした生徒にはもつとほめるなど､ 適切な反応をすればよかつた 
B 釘 -導入から展槻-のつなげ方がう まくいっていなかった ･生徒のなぜだろうという気持ちを 高める工夫が必要だった ･朝食の重要性を考える流れがう まくできなかった ･机上の個人作業だけではつまら ないと感じた  ･朝食に焦点を当てたが説明が不  ･予想された質問-の返答が不十分だった 
足していた 勍生得の発表時のコメントや補足ができな かった ･教師の話をしている時間が長過ぎると思っ た 
C  J授業テーマが面白くないように感  ･授業の内容に関連してたくさん  ･自分達の意図していることがうまく伝わらな 
じた 凾ﾌ知織が必要だと思った 凾ｩつた ･意図していない質問に対応できなかった 
･言葉にして伝えることは前もって 考えておかないと難しい ･枝番計画をきちんとしておくべき だった 
D  教師が話すばかりの投業になって しまった -時間配分が難しかつた    ･どこをみてよいか分からなかった ･話すスピードが早かつた ･生徒の発言からどのようにもつていくかが難 しい 
E  ･栄獲素の働きと食品のグループ  ･基本的な言葉(五大栄養素)守  ･生徒が作業している時の声掛けができな 
わけがうまく結びつけられなかった 劍bす内容を忘れてしまった 凾ｩつた 
･指導過程を考えることは難しい 勍ワークシートの工夫が足りなかつ 勍発表 たあとの言葉か よく かった 
た 勍枝番がうまくできなかった 
F  心身の発達と造びとの関連がきち  教える観点の整理が暖味になつ  思ったような授業を進められず反応が返って 




能力 グ′レ- 處ﾙ8ｨｼhﾕﾉ ﾉ|ﾒ 刄L教材研究力 劍4韵hｼi5x､ｩ|ﾒ 俘xﾇb 偏り 
a r C 烹 e 肪 g 魔 
A 澱 9 途 0 2 4 迭 3 r ** 
22 剴r  
B 2 7  113lo 剴  ｣B ** 
20 剴B  
C  7 澱 111312 剴 s   鼎r  
13 剴 b 8 
D  ｣# " lolo 剴fﾆr  
5 剴b  
E  ｣   R lo】1 剩免  ** 
16 剴2  
ど  10 釘 5【1】4 剴&ﾆ** 
17 剴    






























ク寸ルー フ○ 佗b a:内容(目標､レベル､範囲) 冀:指導過程(壬和′し) 僂′:指導過程(時間配分) 
数 亢ﾈ+8.ｨ+ﾘ攤ﾙ ,ﾉ~  数 亢ﾈ+8.ｨ+ﾘ攣 ﾉ~  数 亢ﾈ+8.ｨ+ﾘ攣 ﾉ~  
A " 6 偖ｨｸh,ﾈｭi*ｨﾊh,8.x*" 9 Xｾ WH*I^ *ﾙ ﾈﾋ *ｩTｹwb 7 Xｾ ﾊ倬隴H,ﾉu乘B 
学習を地域-広げる工夫必要 剔ﾌ級後の意見交流の場がない 0分間で行う場合の時間配分 
B   13 ﾉTｹwi ｸ/ k隕ﾘ,x.h.h*" 7 x哩wｹ bﾘ,ﾉ5x､ｨ*ｩW9k隕ﾒ 0 
朝食の重要性を教師が理解すること 刄Vートの記入を生かした展開の工夫 
どんな朝食がよいか基準が不明確 刮ﾛ題や工夫はどのように発展するのか 
朝食から5大栄養素-の展開 アンケート項目の意図が不明確 剪ｩ食を作ってもらえない生徒-の配慮 
C 2 6 9 ﾉ4hｧy h,ﾙOﾉMX*" 7 h ｸ6x,ﾉ  k韜隸ｨ*ｩ4ｹ 0 題材が大きすぎる 剪ｲ査結果の動機付け-め活用 
化学の授業との違い不明確 剪n球環舞-つなげていく展開の工夫 
D 迭 1 ｨ7H4ｸ8 / 轌; ,X*ｸ.處ﾙ|｢ 2 8ﾊ +8+ｸ4h ｸ6x,ﾈﾔ姥b 2 8ﾊ  9 ﾈ,Xﾖﾈ*h.倬隴H,ﾉW9 ｲ 
生徒の活動を導入する工夫 剋ｿ問をしてからの時間の確保 
E b 1 兒ｩ}ﾈﾖｸ+X+8,ﾈﾉ" 10 兒  H,丼h+x.鰻ﾈk餮9 ｲ 5 Lx,8,(,ﾘ.h鳧ｭH*ｩW9 ｲ 
グループ間比較の必要性 グ′レ-プ協議の木藤からずれる心配 全員が参加できる工夫 成分表などを用いる指導の工夫 0分授業ではもり沢山 
ど r 3 兢ｸ支,ﾈ,ｸ.x*(,iuh- ,ﾈｭhﾅx*ｨﾛIhb 10 冰h- / UﾉZｨ*Xﾗ8*H ﾙW9k4 冰h- ,ﾉZｩ}倬隴H,ﾈｦﾙ]ｲ 
年齢と遊びの関係の付け方 剳ｪ類する数を械らすか簡単にする 刹L入時間の配慮必要 
個人差を配慮した内容の検討 剽Vびの年令の正解が唆味 見占った遊びの絵の活用工夫 2回の保育園訪問の実現可能性 剞ｶ徒の意見を開く時間が必要 
































ク○ルー 7' 佗b g:教師の言葉遣い､板書､態度 冑:生徒対応 
数 亢ﾈ+8.ｨ+ﾘ攣 ﾉ~  数 亢ﾈ+8.ｨ+ﾘ攣 ﾉ~  
A 唐 5 刔i ﾈ,hﾋHﾋ)_ｲ 3 仆8踪,ﾈ自_ｹ4ｨ*i_ｲ 
授業者が下をむいて話している 剴ｱ入段階での生徒との関わり方. 
もう少しハキハキした態度が必要 身体的特徴と言う言葉の説明不足 剞ｶ徒の様子に合わせた授業 
ち 迭 1  8x ｸ4ﾉ h,ﾈ諄*)_ｲ 4 倡h.ﾘ,ｨ n(/ +8.ｨ+ﾘ鳧,ﾉ 陌 i6ｸ,ﾈ n(,x.弌 9ｨ*ｩW8 Z｢  i6ｸ,ﾉ*溢  Bﾘ,ﾈｻ8踪,ﾈ ﾋ
C 17 俛YL(,ﾈ鬨*ｨ抦+8*" { 囗褸峪Zx,ﾈﾋ駢I>X*" (hｧy h,ﾙJﾘｭH*ｩ>X*" n(,ﾈ ﾙZｨ*ﾘ*" 7ｸｴ8*t3 (-ﾈ,X,ﾉ  kｨﾛIhb n(*ｨ晴+Y¥ ,H*(.1 兢I9ｨ*ｨ+ｨ,H*(+ﾘ鳧,ﾉ 陌
D 澱 6 俛YL(,ﾈ48986x*ｨﾊh," L(,ﾈ見'X/ ﾔ姥h+x.h*(*"  i h,ﾈﾋ駢Hﾊﾘ*" 0 
E  1 俛YL(*ｨｻx*(,h*ｸ*ｸ.ｨ," 0 
F  2 俛YL(,X ｸ7ﾘ*ｨ*ｨ,H*(,"  8/ 6 *h.仆8踪,ﾈﾋ駢Hﾊﾘ*" 0 


































A ｩ ﾈﾋ ,ﾈ+8+冦糲ﾊ佰 zﾈ,ﾈｨ,ﾉW9 ｶ#ｨﾘ)~竟) ﾈﾋ ,ﾙLx+(,h,仞 .ﾘ*
C個やその他の内容の時船首fC::諾認諾濫芸乃フを折 
B ｨ轌; ,ﾈ,ｸ.x*(*ｩW9k隕ﾘ,X* .ｩ*る(ｹ ほuｹ ﾉo ｨH/ ｧx *y*ﾈ wb 
翻敢馳こ鮎意鮒けが観qb:笠認警する 
a:アンケート内容を3食について行う 
C  ｩ i6ｸxｩ x,ﾄ鉾 ｸﾇﾈ險ｬ8*ｪ / ,h.x*i 儘 ｨｧx > vX,ﾉ> Y7ｩ i6ｸ,hﾘx, ,H*(,
f:説明資料は､生徒の実態に即した選択 
D 亳x Cｨﾇﾆ程fｷEｦxﾇﾆ RXﾇﾉ 慰侏罐｢6 7Cｵ8ｭ#｢ ｨ ﾈﾆB 
で資料等を準備する 
g:計画的に板書を行う 






ど )Di 蔚乖h)mｩUx,h,ﾈ ｸ 9e佗ﾈ躪,ﾉf  






























グル ープ c mｨ倩ﾇ仂h8ｸ4h ｸ6r 第2回目模擬軽業ワークシー-ト 






































































































































顎師の発言: um何千故環lTC､ (三好旨不. (針掩rpL　也)KR. (卦抗‡兄b気組､ (





























分)に往冒してもらうと. 0歳から4歳ということは年齢差5歳, 5歳から1 4歳というこ




















































教師の発嘗: (川音苧昆碓示. (多指示. (紛発問,怯)KR_ (9状況狂硯. (抄励まし, a)任意








∵ ノレ 第1回目1莫壬疑投薬 c(什lﾘｵｸ ｼb 
応答 のr司 價ﾘﾋ vX,ﾈ,(,ｨ. ｢ ,ﾇ) 8爾 発音内容のつながり 
A   2口 宙ﾅBﾘtぴ5回 8ﾒ (D-③-(9-⑤ 
4ロ "ﾘtぺx?｢ ②-⑨-⑤ 
1ロ "ﾒヲﾘx辻В 8ﾒ ③-②-⑨-㊨-① 
1日 ﾔ ﾔ ﾔ  8ﾒ @-②-⑨-⑳一任) 
1P 1.ロ "ﾘt ﾘt"ﾘtぺx胤(爾辻亥 ﾒヲﾘ 辻8ﾒ (9-⑨-⑪-⑤-⑫-(D 
C 度 1ロ ﾔ  6【司 8ﾒ ⑫-① 
1ロ 宙.rﾘt ﾘtr ?｢ ②-⑨ 
1Fl ﾔ ﾔ ﾔ  ?｢ (参-⑨-① 
ﾔ ﾔ ﾔ  8 ③｣②-⑨ 
1口 1° 1ロ "ﾘt ﾒヲﾒ亥  亥 ﾒbﾔ ﾘ ﾒﾘt"ﾒt ﾘu2ﾒВﾘx辻Bﾘtr ?｢ ⑫-㊨-② 
a 嶋 1⊂】 "ﾒ亥 ﾒ籀tB 11回 8ﾒ ⑤-③-⑨-④ 
1口 宙 ﾒ鮎籀x辻В 8ﾒ ②-⑨-③-⑨-① 
3ロ "ﾘt ﾘtぺx辻В 8ﾒ ③-②-@-④-(》 
1日 "ﾘtrﾘx坪t"ﾘtr 8ﾒ ③-②-(D-⑨-㊨-(ら 
1ロ "ﾘt ﾔ ﾘx坪 ﾒﾔ ﾘt2ﾒ ② ⑳ (彰一⑫-㊨-(釘 
1ロ "ﾘt ﾘt ｩ5ｒﾘt"ﾘtrﾘt"ﾘt牝T｢ ﾇ  ﾄb   ㊨-②-@-(彰一⑤-①-⑤ ③-(9-堰)-③-(9-在).-⑤ ②-③-(卦一店)-(9-(ら-⑫-① (卦-②-@-㊨-③-⑨-④-③-⑨-㊨-⑤ 
E 塗 2日 "ﾘtぴ亥  41司 ?｢ (9-@-(参 
1ロ "ﾘu2ﾘx棉  ②-⑨-③-⑨ 
1口 ﾔ ﾔ 8ﾒ @-@- @-@-@ 
1ロ 1日  ﾘt坪xt ﾘu2 棉  ③-②-(卦-(卦-.⑨-⑳-②-⑨-(卦-⑨ 
教師の発言: ①情報壌示､ ②指示､ ③発間､ ④KR､ ⑤状況確認､ ⑥励まし､ ⑦注意.叱賛






























































グ ノレ ー 7p 假hｼhﾕﾉ ﾉ|ﾒ 刹ｳ材研究力 劍 ｼi5r ､ｩ|ﾒ 佗b 
a  C 烹 e 肪 g 魔 
A  5  0  3 唐 0 r 
B  2  3  2  0 唐 
C  0  5 澱 2  0 B 
D  0  0  7  0 湯 
E  2  1  3  0 澱 
F  -0  2 釘 2  0 唐 
I.ゝ Ej 計  9  ll   19 免ﾂ 0 田" ｢｢ 
ll 剴C  冤l 
Ⅹ2検定　　*pく.01
▲改善が難しいと感じた点に関する記述数
グ ノレ ー プ 假hｼhﾕﾉ ﾉ|ﾒ 刹ｳ材研究力 劍 ｼb 5x､ｩ|ﾒ 佗b 
a  C  e 肪 g 魔 
A  1  1  5  0 途 
ち  3  2  0  0 途 
C  0  0  2  0  
D  0  2  1  0  
E  0  4  0  0 澱 
F  0  0  2  0 澱 
.二｣ に} 計  4  9  10 唐 0 " ｹ  












































































































































































忘で 丙ｩl｣%ﾒ 陽画3] 粉Yl｣Eﾒ 模幽受菓実践後 弌ﾉ  ｼh,佰ﾈ*ﾘﾉ" 改善授業実践後 
検討材料 唳 ｨﾍﾙUﾘ廁,ﾈｴﾈ ｹ   ･改善授業に向けて作成し 唸淤  ｼh,ﾈ淤  8ｻX,
指摘した付襲紙) ﾘ ｼhﾇh枌 する相互評価の記述 

















分類 假hｼhﾕﾉ ﾉ|ﾒ 刹ｳ師肝究力 劍 撕5x､ｩ|ﾒ 佗b 
a  C 烹 e r ,g 魔 
記述 数 B 45 B 25   ll " 8 弔  s
93 剴Cb 0 
2005年度　　n=28 (8久′レープ)　X2検定　*わく.01
分類 假hｼhﾕﾉ ﾉ|ﾒ 刹ｳ材研究力 劍ｷﾈ撕5x､ｩ|ﾒ 佗b 
a  C  e 肪 g 魔 
記述 数 鼎B 79 R 30 鼎34 塔  20 冤r 3c  










Eコ ニ'て ｨ巉*ｩmｩ4 +ﾘ*h*ﾙZｨ*x, +ﾒ b:一方的な教B柱導の授業なのでFルーフ衝動や体験専管動を含むとよい 
体 ｨ8ｸ4bﾘ6x/ +x鳧ｭH*ｨ," 
的 ｨｾ y)y育 ,ﾉ/ . ,(,iZｨ*(+x*ﾘ+X,H-X*" 
記 亡ｨ8ｸ4h ｸ6x,ﾈ   . ,(,hﾊ(+x*ﾘ,X*ｸ+ﾘ.x.h*(,ﾈ,X,ﾘ,(*
逮 膨ｨ+(-ﾘ,ﾉZｩ}ﾈ,偃飴h, 488x*ｨ* .h.h*" 
の 穆ｨﾏｹ:ｨ,Y  kx.X,ﾙL(ﾅｸ. +X,H-X*(+ﾒ 















指導過程の改善に関する内容であり､ g :教師の言葉遣い･板書､ a :内容に関す
る内容が続いて改善すべきであると認識されていた0　-方､改善授業に対する相
互評価で改善されたと評価された内容は､ ど ;資料や教材が最も多く､ b :指導過





























































b c d e f g h
区鳳屡
記述 敬 亢ﾈ,ﾈｾﾉ~   IDｘ b レノミノレ 亂 姻   B 記述の具体例(2005年度)※ 
2 白 Sｨﾞ(ｯ 靫姥h+8.ｨ+ﾘ*ｩ i h,ﾉm8ｨ,ﾈ7ﾈ48986x.(4ﾂﾘ8  *" ,H*ﾘ,h.h*(,h輊, +ﾒ sｨ{ﾈ 5H/ ?ﾈ.ｨ.h.h*" 4   a:反抗期を例に取り上げたらよかつた/b:雨粒の鋭 明よりも,被奮事例を生徒に読んでもらったほうが良 かつたのではないかと思った/d:授業を聞いてい て.どこか他人事のように感じてしまったので.もう 
課題を措 剌ｭし中学生が身近なことに感じられる事例があると良 
摘するだ 凾ｩつた/e:ワークシートの一人遊びと集団遊びをう 
けでな 凾ﾟる欄は空けてお なくても良 のではないかと思つ 
く,改善 凾ｽ/f:メニュー蓑に載せていないものを督いておい 
の方策等 凾ｽほうがよいと思った○計算しなくていいものには斜 
を記述 剞 ｭなどしておいたほうがいいと思った/ど:秦 の準備などとてもよいと思つたが,授業で表に何か音 き込むなどの枝番を行ったほうが,授業がわかりやす いと思う 
8 冢sｩ Xｾｨ晴,(+ﾘ-鎚-ﾘ/ ,*ｩ ﾈﾋ +x. ,h,ﾘ.(,ﾘ.磯隴I4,X*" ｨ+ ,h.ﾘ+H,X .ﾘ.,i 8+X*)&ﾘ ,h+X,I6 *h.x.ｨ.*x*H*尼sｩ ﾈﾋ w ｾｨ晴,*"sｩ< *X,ﾉ~ ,ﾈｸ麌,ﾈ覈_ｲ 3 課題を具 体的に記 逮   a:点数汝は,数字の借によって分かりやすいという 長所があるが,しっかり点数法の説明をしないと目標 がぼやけてしまうというふうに患った/b:生徒から 出てきた意見が｢安心JrくつろぎJr成長の容｣と いう教師の意図する3つの要素にやや無理矢理結び付 けられてしまった感じを受けた/C:改善授業では40 分を10分に短縮するのは難しいためもう少し絞ってし てほしかつた/d:個人差についての鋭明は十分に青 葉に気を付けて吾つた方がよいと思った,少し強引に 言いきっているように感じた/e:ワークシートに ｢このままゴミが練らなかったら起こる問題はなんだ ろう｣と書いてあり,答えが寄いてあつたが生徒から 答えが出ることが望ましいと思った/∫:消費者金融 と銀行を比枚する際に,銀行の資料が何もなかったの で分かりづらいと思った/ど:話すスピー.ドが速かつ たように思う/h:生徒の意見に対して正しかつたの かそうでなかったのか明確な同意があればよかつた 
20 ｨﾘ)~竟(,ﾈ H*ｨ.ﾘ*x,) b 6ｸ*ｨ*(. .ﾘ*x,"溢 Z2 a:改善はされたけど,3Ror4Rの問題など,やはり 
かビデオ?)/ら;朝食から栄養 劍鵁,ﾉn) ｨ ,H*ﾘ. ,ﾈ,ﾈ+h輊*Bｨ徂*ｨ* ,  
寮-展開することが難しそう 劍,I|x*(+ﾘ*x -ﾈ*(,ﾃ8,(,ﾈ7ﾈ48986x,(, .ﾂ 
だった/d:50分という時間の使 ｹ  (｢ ﾈ晴+Xｺﾘ処+h輊, +ﾔB｢ygｸ鳧,ﾈﾘｼｩ ﾘ+x*ﾈ,B 
い方が良くないと思った/e:食 ｹ4亢ﾂ 倬隴H*ｨ+ﾘ.ﾘ,h輊*B ｨ ｼh,ﾉ  kｩ ﾘ+x*ﾂ 
品成分表の見方が難しいと感じ H ｼh/ .(, ,H*(.ﾈ* kﾈ*兒ｨ*x,)YIZｨ*｢ 
た/f:資料を多く集めていた 劍* , +ﾒ ｨ{ｩW9 ｸ+X,H*(. ,h*ｨｴ8, +ﾒ
が,いかに中学生レベルに合わ せるか 劍,sｩJﾘｭH*ｩ6 .ﾘ.8.x*(.h*H,亅H+h+ﾒ 
2 亡ｩ  kﾘ,x,ﾈ.h*H,x.ﾈ+ｲ 8程sｨ,x*H*(*I< *X/ * + .ｨ,*(*(*兒ｨ*x, +ﾒ 1 迭 a:今ひとつまとまらない授業のように感じた/b:い 課題を唆 凾ｫなり計算してください,揺,少し飛びすぎだと思う 
味にとら i:うまく祝明できていないと感じた/g:質問が少 
え首己述 凾ｵ難しいと感じた 




























































































評価の観点 儷ﾘ廁ﾝ驅 Uﾘ廂_ｹd  
家庭科授業に愛する評価 (2回の模擬授業に対する評価) 俐r 横板授業後の相互評価f改善すべき点)記述内容別の記述数 
改善授業の相互評価(改善が菜軽しい点)記述内容別の記述数 
質 弌ﾉ  'ｨﾎ8,ﾉ ｨﾍﾙUﾘ幵亜ﾉ  *ｨ蕀uX*)5 ｴﾈ> vX8ﾈ7ｲ 


































































分類 プログラム 假hｼhﾕﾉ ﾉ|ﾒ 刹ｳ材研究力 劍 ｼi5x､ｩ|ﾒ 亢ﾈ Hﾇb 
a  C 犯ﾂ e 肪 g 魔 
単独プログラム経験群 (n=12) " 53 澱 6 2 20 鉄  9   ｢｢ 
91 剴C0 
接続プログラム経験群 (n=19) s サc#B 7130】23 剴s   3b｢｢ 







分類 プログラム 假hｼhﾕﾉ ﾉ|ﾒ 刹ｳ材研究力 劍 ｼi5x､ｩ|ﾒ 亢ﾈ Hﾇb 
a C  e 肪 g 魔 
単独プログラム経験群 (n=12) b 35 免ﾂ 25 B 8   1 3 ｢｢ 
62 剴Cr 1 
接続プログラム経験群 (n=19) 鉄c c( ｣ b 4121128 剴イ    ｢｢ 



































































































撹 莱 樵 冖11貫目2 劍7Hｹ 2ﾓ｢ﾉU3B 
級 プ ロ グ ラ A 醍 験 群 俥ﾒ  9FX  ｩ9刪ﾕ〒同姓那窒 
接 儷6ﾄS" 刹;84 
成 剪 
力 亊7b 8ﾒ 488  ｭｮr ﾅ  日馴H, llI 剩ﾂ 日 .】 
教 材 研 究 ﾂ ;7日5 刹7 
拭 倅 ｲﾙ5ﾙ ﾉ7 ｨﾅ  プ ロ グ ラ ム 芋茎 族 # 2 ﾂ襄  粨ﾇﾈｹ  Sﾓ粫ﾂr Y陞 白襌)
接 迭 ? + ｨﾙ ｧINrﾙ ｣i?｣r 
力   7B  ｸ5" 488  ﾆ  ﾅ  ｣[ u..……...."... 冓 I lJ 劍 ｢ 6s  
授 莱 展 B 8:中日9 剴ｨ任      
級 あー田EE度-◆燕 R籐:ぴプ 【コ グ ラ ム 経 壌 群 鞐ﾕ ﾈｹ Rrrrﾒ 剴劔I喜享≡毒≡董 I 
接 続 プ ロ グ フ ム 経 俵 群 ｨ荢､S價E10Fll 















































































分類 刹L述数 仞ﾉ4斡ﾈ 




知識  教材研究の大切さを知ることができた/実際に授業を行うに は､どのような準備や知識が必要か分かった 
投業の仕方  他の人の授業を見る事で参考にする事ができた 
教授技術 粨吮 3 i6ｸ,ﾉKﾘ呵/ uﾉ ｨ+X.(+x*ﾚH+ｸ.ｨ,x.僵ﾘ呵/ ﾖﾈ*h.(+x*" 
たく2)/自分が予想もしなかつた質問が出てくると言うことを 
知れた点 
声の大きさ  授業を行う際の声の大きさ 
板書  板書計画
指導案  指導案の書き方- 
説明  作業の説明をする時に､いかにポイントを分かりやすくかつ簡 潔に説明する必要があるかの点で役にたった 





分類 刹L述数 仞ﾉ4斡ﾈ 
指導の流れ 倡y; ,ﾉzﾈ.｢ 3 倡y; 粂,ﾈ*ｹ_ｲ 韵8ｼh,ﾈ-ﾘ.ﾉWH* ｸ.(ﾏ ｩ4鵜(,ﾉ_ｲ 
接などの具体的な手段を多く知る/単元のどこを中心として案 
を作ったら良いか 
時間酉己分  時間配分/導入の部分にどのくらいの時間配分をすればいいか が分からなかったので触れて欲しい 
指示.発間. 対応 抱輾鹵 2 i6ｸ,ﾈ9ｨ/  99｢ﾙ; *ﾘ,ﾘ,x,ﾈ.h*H,依駢Hｧﾈ*ｩTｹwh*艇ﾛ徒を注目させる指示 
発問  よい罪間の仕方/具体的な発間の仕方について 
対応  生徒の突拍子もない発言-の対応 
























































































































































吹 X ｸ7ﾒ ○学習のねらい.主な学習活動 仆8ﾝ粨ｻ8ｾr 
1' 乂x ﾘ,ﾉ; ?ﾂ ○課題別調査(夏季休業中)を行い住まい方につ ｨﾍﾙUﾘ廂w WI'ｩf  (1,2時) (,H齷Zｨ,ﾈｴ9WH*ｸ/ . ," ﾙ+(ﾛ以ｸ惠,ﾉ ｨﾍﾙJﾙUﾂ 調査テーマ一覧 
2 ﾈ,h,ﾈ*ﾘ.○住まい方の視点を確認し､幼児や高齢者のいる 倩ｹ ﾈ,ﾈﾘ(+8/ *h+ﾘ吠 ﾊB 
(3,4,5,6時) 偖ｨ-ﾈ*(,儺ｹwh, ﾈ &ﾘ.訪問保育園の平面図､高 
･保育園での安全な住まい方の工夫観察 凭竟(ｵ韜y ﾈﾋ  Xｾⅹ ﾈﾋ  
･高齢者疑似体験グッズを装着した歩行 ( ｸ5ﾉ ﾙ.
3  ,ﾈ.(ｬ(ｺｸ,h,ﾈ*○清潔な住まいに関する方法を知るとともに室内衆 ｨ8(6h8ｲｨ7*I4JH4ﾂ 
かわり. 仄ｸ,ﾉ 餔X,僵ｨ*I&闔hｬ(ｺｸ,亶ｨ+x帽ｻ ﾖﾈ*h.ヨン､変性油､しみ)､洗 
(7,8,9時) 唸 > ,ﾈ4ｨ7(8H刪.ｨ/ 竧.飲ﾈ*ﾘ  剤､ブラシ､土壌液､う容 
･土壌顔と溶剤を用いたモデ/レ実験 俤ﾊH6h987h98,x,ﾈﾋ  R 
･ごみの正しい分別方法と問題点の検討 ZH+(-ﾙZｩ¥｢ﾙJﾙUﾂ 
4 冢)  ,h.x*h ○自分の家を安全で快適な住まいにするための間 ｹ  4h6(4ｨ5r 
決に取り組む 侏I5 ﾉ(+ZH淤  +x.兩ｹ? / 彿  , 粂+ZH 家族-の提案及び改善記 
(10､11､12時) x.録用耕 




















































笠  ｻｩUﾙ6 ﾊ顏    ｢･~:,学習軸額準2L 何を評価しようとしているかが明快な問題が作成できている 弌 9ｨ,ﾈ X ｾi¥ｨ+x.弌 9ｩ~ 蔚ﾘ廁ｮ顏 ｨOX,X*ｸ,H*(.
レベル1 ﾘ/ Uﾘ廁+X.h*H,h+X,H*(.唏+ｸ,ﾉ> vX*ｩZｨ*x," 解答の質(正誤)を区別する例が準備できないo 
i/J<Jt,2 儷ﾘ廁+X.h*H,h+X,H*(.唏+ｸ,ﾉ> vX*ｨ* *(-ﾈ*(,X* .解答例は準備できるが､解答の質(正隈)が区別しにくい 
レべノレ3 ﾘ/ Uﾘ廁+X.h*H,h+X,H*(.ｩk陝X,兒ｨ*解答の質(正誤)を区別する解答例(評価基準)が準備できている 
表3.4.3　授業分析レポートを評価する規準とレベル
＼＼瀕準 レ->＼ 鍔G 耳耳 ｼiUﾘ廁ｴｸ  p~授業評価規準2p 
分析結果の事実に基づき課題を見出している 俾兒ｨ,ﾈ攣 9 X+ﾘ淤  _ｸﾟH/ ﾖﾈ+X,H*(.
分析した事実を記述している 兒ｩ ﾘ+X+ﾙ> vX,ﾈ馼,i+ﾉ ｨﾈｸ- ,(*假hｼh,ﾈ淤   点を記述している 
I/KJL,2 兒ｩ ﾘ+X+ﾘ馼/ ｮ唏攣  (ｨｹ4倡y4X+X,H*(.分析した事実から見出した課題に対して､一般的な改 善方策を記述している 











































/ ﾈ,ﾉ< *R 
幼児 忠~ 定抦+8*"飄x*ｩ. *" 
･目線が低い.見えるところが違う 




























































･転落ややけどを防ぐため階段.ストーブの周りに柵を作る○ 唳^ *ｸ.(+x*ﾘ+x.ﾘ- ､ｹ&) 岑,ﾘ ｸ7h.(訷+x. ,(*ｲ 
･はさみ-カッターは危険であるため､事の届くところに置かない○ 唳 ｸ*ｨ敢*(ﾘ)~竟(,ﾙ 6x488ﾈ,X,ﾘ+X. *ｨ-(+ﾘ-ⅹvﾘ 6x488ﾈ,b .
-段差があると転倒しやすく車いすも使いにくいので段差をなくす○ 










































































対象 兒ｩ}教科 乂xﾕｨ霻 学年 胃駝ﾂ ﾋ9kﾂ 乂y b ｴﾈﾘb 
自 分 の 授 莱 を 分 節 俘  ｯ｢  ｬr 徨 耳  家庭 俘)9乂xﾕ｢ 2年 x7h8ﾘ99 ｸﾞﾂ  
1年 儂ﾙYﾉ hﾝh+ｸ,ﾉ ｸ  r 
中学校 D幼児の生活と遊び 僂 2年 鰻  Z烹 
1年 鰻亊ﾈ-ﾈ.ｨ. 駅ｹ h/ &ﾘ.ｸ*B 乏 
小学校 妬D快適な住まい方を考えよう 冉 
国語 傅ﾈｧxﾕ｢ 1年 (.ｸ*(.ｸ,ﾘ+R 睦 
国語 傅ﾈｧxﾕ｢ 3年 做8ﾈﾎ｢ 魔 
舞数 傅ﾈｧxﾕ｢ 3年 ﾘ.亥｢  
模 擬 授 莱 i.ｲ 高等学校 D妙めものの特徴を知ろう ｣ 
高等学校 D妙めものの特徴を知ろう k 
中学校 D環境にやさしい生活を送ろう 僮 
中学校 Dスナップを付けてみよう 冦 






































































































































































関連 唳Dh 攣 改善方策 
6)-(致  0.359 
6)-8)  3Cビ 0.673 








































































































































































































































































































































































































Z9  8hｹ､$ｩ}(ｮ86ｨﾗY4a r@ £


































































 itI ith + ? -Q J= Z9兔







































































学生 No. 教師の態度 仆8踪,ﾉJﾘ將 教える知;牡 假hｼh,ﾈﾕﾉ " 教材(ワークシート) 
発音畳 ﾘ*(+x+8 ﾒ 
∫ 坦 ◎自分が板:啓するこ ○自分の授業は措 乂x ｨ *･F  学習が20分超過.I  
も時間を超過してし ﾉwh宿,ﾚH髯;h,ﾂ 
まった. ﾖv |8ﾅHｼﾉ/
かつた○ 薮嚢 s2簇感温度を下げるが 剏Zを広げさせる結果と 
放 秩 題 劍+ﾘ   きなかったや 兀x   ｩ|x*ﾘ+r  +ﾘ ｲ ﾈｾ8- / 幡､｢  +ﾒ
改 替 方 策     ｻ8ﾝh+X,H,ﾈｦ 7  
が､記述された内容 剪 そどもの思考をよく憩  
で判断すべきだと感 劍. 放し漬した教材を作 調べておく○ 
成するq XｫH+h+ﾘ+ ,h/ Zｩ}2 〇時間短籍のた桝こは､ 
せて脊かせ､自分の ｸ ｸ8ｹ. ｨ,(,X,X*ｸ.
示すなどをしそおく 劔 うなミニチュアな家に 
必要がある. 劔持つ.  ,h*ｨ,X*ｸ./ %H+x-x*ｸ+れるq 
表3.4.10　学生の記述例(学生dの記述)
慧 ノ書喝 仆8踪,ﾉJﾙxｲ 数える知杜 ｩo(,ﾈﾕﾉ ﾒﾔﾂﾖﾆﾄ櫨  教材(ワークシート) 発音丑 ﾘ*(+x+8ｾ､TVﾂ 
a    )Zｩn(+膤ﾉ 籀.x,yur 餅品添加物のよk､ 祷見6ｶ ' ﾗ8ｴⅲ ; 
′ ､-I__--一′ I I 噂. 佰 ｫx/ +X,ﾘ*ﾘ8ﾈuと悪い面のヒント密  
を占めている.滑額 131?ZIL____ノ 'f:T:__/I/ 韜隴H/ 鰄,Iuﾘ+X,H*" 
◎教師の発する情報 凾ｦていた○/ 
秩 隈 Rg 刳m認の順で多いd 射珊ように活 しすぎる○′ ､ノ ー一一__-ノ′ 豫Hｽi i R +X,H+X-ﾈ, +ﾘ ｲ (,H*(+ﾒ
改 普 方 A   ○食品添加物の良 














































































プログラムの流れ.内容 儕DCA 乂y h*ｨﾞﾉ ﾈ+x.ｴﾈ9ﾈ6h ｸ5プロクラム良否の 判断に用いたデータ.聴拠 x.ｨ+ﾙ&ﾘﾊ停 
第1の 内容 兌ﾙ9 ,h.x*h.刎y x-ﾒ ,ﾈ齪ｦAction ﾘ齷u(ｴﾈ逢y h,ﾈ. ,(ｬﾉF2 環 倩ｹ5,ﾉyﾘ ｢ X雹58,8*(,H,ﾙyﾘ ,X*ｸ,H*(+ﾗ 雹5,ﾉyﾘ 8ｻX*ｩW9 ｲ X5( ｸ5ﾘﾇjH5"ﾘ5ﾘﾇb ,ﾈ ﾈ  hｨ佇ｸ- ,(*ﾔ姥h*ｩW9 ｸ+X,H*(. ,h*｢ wh獣  倩ｹ5  ｢ Xｻ8踪,ﾉzxｨ*x ｼh/ ﾖﾂ *h.佝  ,ﾚHｻ8踪,从 -r .ｨ.處ﾒ茨hｼh,仆8蹌 ,ﾉo ｨJH ﾘ,ﾈ* .假hｼjB  i6ｸ,ﾉzx｢ﾘ,ﾈﾖﾉ{b  ｫH+x.陞 乂y hｭHｺhﾍｸ ｢ X4ｸ ｸ7h/ % 肩,h+X+ﾘ ﾅﾈｧx ,ﾚIti ﾈ,ﾉ|r +:H齷Zｨ,ﾈ*(+ﾘ.x,8/ ﾖﾂ *iyﾘ+x.亢 橙 
第2の 内容 ( ｸ5ﾘﾇb Plan 糞# 5( ｸ5ﾉ&ﾒ ｳ3 5( ｸ5冑H- 陜ｹ  体験 認 6 6ｲ [4]コースを体致した感想-気付き [5]コースに埋め込まれた課題を予想 ｳ( ﾈ ｳ8 ･ｳEﾕｳUﾘｴ9WH*ｸ,ﾉZｩ ﾒ  5( ｸ5,ﾉ4 Mｲ陌 = ,ﾉ4ｹMｺHt ｼh,h+X,B 5( ｸ5 ?ﾈ.ｨ.ｨﾘx,ﾈｴ9WH*ｲ韵hｼb /  俤ｸ,ﾉz 95r忠x2紕
設計コースの良否の 振り返り 6ｲ [6]考えた課題の意図が伝わっていた かどうかを省察 
第3の 内容 ｨ [ﾙ9亊h+x.假b ｼh,ﾉ,y ﾈﾋ  Do  
第4の 兌ﾙ9渥hﾅx/ ﾖﾈ*h. ｼh,(*(,H,ﾈ6h42 Do′Check 糞uﾘ齷Zｨ*ｨ wh,hﾖﾈ*h.兌ﾙ9ﾈ雹5b  
内容 ぺ6r 假hｼhﾕﾈﾆX,ﾈ7H7H8ﾈ7ﾈ ｸ6r 
第5の 内容 假hｼhﾕﾉ ｢ Flan 轌; zｨ沓 [8]樺想した授業案の記述.指導過 程の授業梓進から4視点の理解状 況を判断(表3.2.5､図3.2.2) 

































プログラムの流れ.内容 儕DCA 乂y h*ｨﾞﾉ ﾈ+x.プログラム良否の 判断に用いたデータ-根拠 x.ｨ+ﾙ&ﾘﾊ
くA〉 假hｼhﾕﾉ ｨ,ﾈｮ(,h,彿.ｸ怦,亊h+x.舒馮ｲ 4ﾘ / _ｨ攤+x.& 2   冤ﾘｵｸﾇ仂hﾆ   ｢ Xｮ馮ｹ4Ihxｵｨ,ﾈﾏﾂ 8/ 辷腕 Xｧx > vX.顏yMH.(鳧ｭB GｩZｨ/ ｾﾉ488  ｸ5x+r . ,h,ﾘﾚ)>ﾘｻ8踪,ﾉzxｨ*x ｼh/ ﾖﾂ *hﾗ8*I9 =h,ﾙ Yk / yﾘ+r .佛   
くB〉 俔ｹe靱ﾉ ｢ Plan ｳ  ﾘ轌; zｨ沓ｸ4h ｸ6xｵｸ尨ﾇb 枌 [10]構想した授業の概要(表 3.3.2) 
授業準備 認[11]教材(配布策料､掲示物など) 
模擬授業実施 認la] 文IJﾙWｨ6h ｸ5ﾈ ,iZｩ}竏ｶ  2繧竰 
評価 6ｲ 〔121相互評価.自己評価(模擬授業 ｳ ( ﾈ齪ﾌ蔚ﾘ廂> vX,ﾉZｩ ﾒ蔚ﾂ 2
に対する課題) 糞 ( ﾉ ｨﾍﾙUﾘ廂> vX,ﾉZｩ ﾒ緯r 2絣ﾓ2綯【相互評価活動】 ･自己評価内容は授業者 の取り組み内容に影響され がその偏りを是正 ー学生の相互評価では､生 徒役の学生-の働きかけ や応答が含まれる授業を蒔 く評価する傾向 ･授業の良否を判断するた めには家庭科の内容を理 解することが必要 
課題の整理 7F柳[13]相互評価に用いた付等を材料と 
くC〉 弌ﾉ  ,ﾉ_ｸﾟHﾉ"  ｳ H5) izｩ{ｨ耳8ｸ4h ｸ6xﾞ(ｯ ﾇb 枌 [13〕〔14〕一瓢旅した現題と考えた課 題の関連(表3.3.7) 
具体的故等の準備 認[15]教材(配布資料､轟示物など) 併 ﾅﾕｳ H5(淤  ,ﾈｾﾉ48ｻRﾒ 2繧
改善授業実施 認〔b] 免ﾉJﾙ6h ｸ5ﾈ ,iZｩ}竏囃 2纈ﾆ ﾕｶ%ﾘ咎9ｨ H,iJﾘﾋ vX,ﾈ,(,*ｨ.ｉUﾃ2 
評価 6ｲ 〔16〕相互評価.自己評価(改善状況) 糞 h ﾉ ｨﾍﾙUﾘ廂> vX,ﾉZｨｯb  2貳ﾂ






プログラムの抹れ.内容 儕DCA 乂y h*ｨﾞﾉ ﾈ+x.ｪ 姻 9ﾈ6h ｸ5プログラム良否の 判断に用いたデータ-根拠 x.ｨ+ﾙ&ﾘﾊ
くA〉 假hｼhﾕﾉ ｨ,ﾈｮ ,h,彿.ｸ怦,亊h+x.舒馮ｲ  ｳ ｨ ｼh 們ｸ.9> 8   乖y8ﾉ ｸ麌 ｢ 
的な知粒を薙琵する 段括 授業前) 勍枠組みは改善すべき課常 が内包している複雑さを整 理する役割 ･枠組みが在ることで学生 の授業をとらえる枠組みが そろい､授業を質的にみる 支援 
くB〉 假hｼhﾟ(ﾆR Plaーl ｳ 娩轌; zｨ沓ｸ4h ｸ6y  ﾇb 枌  
授業準備 認[20]教材(配布資料､掲示物など) 
挨挺授業実施 妊B [d 
評価 Vｲ [2り相互評価.自己評価(模擬授業 に射する課題) 糞 %ﾕｳ# ﾘｯｹmX ｼhﾎ8,ﾉ ｨﾍﾙUﾘ廁ｴﾂ 
課席の整理 7F柳[22]相互評価に用いた付孝を材料と 
くC) 弌ﾈﾅｸ,ﾉ_ｹ Xﾉ" Action/Ran 糞#5ﾘ轌; 鳬[｣x8ｸ4h ｸ6xﾞ(ｯ ﾇb  
具体的改善の準備 認[24]教材(配布資料.掲示物な■ど) 
改挙授業実施 認[d] 
評価 6ｲ [25]相互評イ掛自己評価(改替状況) ｳ 5ﾖﾆﾃh5%ｳ#%ﾕｳ#X ﾉOｩmX ,h淙ｽX*｢ Dh-x.ｨ+ﾙ5ﾉNHｧ"ﾓ2綯ｳ eﾕｳ#X5(淤  ｼh,儘H+x.ｨﾍﾙUﾒ 
渡米を改善することに 関する整理と省素 7F柳[26]授業に関する振り返り [27]政美実践に対する困難度意耗 
改替②家庭科理解プログラムとの接続家庭科理解プログラムと接統して行った授業カ向上プログラムをく按〉 
1按統せずに行?たプログラムをく単〉として示す○ 
くB〉 亅xﾇ假hｼhﾎ8,ﾉ ｨﾍﾙUﾒ 幵 ■Check ﾙ%  (*ﾘ '## ﾙ ｨﾍﾙUﾘ幵茨hｼh,ﾈ擺 h 族耗授業に対する相互評価の比 i.ｸ怏yﾘ ,h ｼi|ﾘﾏﾂ 8,ﾉ ｩ   ｢ X彿.ｸ怦,ﾉ> vX/ yﾘ+X,B *(.ｸ*ﾚHｧy h,ﾈ ｼb / Uﾘ廁+x.刎y x-ﾘ, XｻY ｩ  +X,Hｧx/ +隗y h,ﾉ_ｲ *ｪH ｼh/ ﾗ8*H+ ,h,X,B ﾚ)>ｩ. *)]hﾏﾂ *(#3.3.17) 
くC〉 弌ﾉ  ｼhﾎ8,ﾉ ｨﾍﾙUﾒ 幵 Check ﾙ%  (*ﾘｯ%ｳ#Uﾙ ｨﾍﾙUﾘ幵亜ﾉ  ,ﾉtﾂ k2改善投薬に対する相互評価の比 較(表3.3.18) 改善授業の記述内容の比故(図 3.3.9) 
改替授業の記述レベルの比較(図 3.3.10) 改善が難しい点の記述内容とレベ ルの比較(図3.3.ll) 
くA〉 くC〉 Check  %  (*ﾙ ｨ %ｳ#uﾘﾚ)> 9~｢ 田瓢変意識の変容の比較 (図3.3.12) 
改啓③教育実習との連係(図3.3.16) 
くB〉くC〉 佻 ｻ8支 ,ﾉ X.(Reflection) ｶUﾘｻ8支 ,ﾉ X.云H.授業実践力向上pと教育実習の互 冩 zx+ H ｢ 













































プログラムの揺れ.内容 儕DCA 乂y h*ｨﾞﾉ ﾈ+x.ｴﾈ9ﾈ6h ｸ5プログラム良否の 判断に用いたデータ.根拠 x.ｨ+ﾙ&ﾘﾊ
第1の 内容 假hｼh,儷ﾘ廁/  yﾘ   乂x Uﾘ廁 ｢ Yn( / ﾞﾉ ﾈ+x.h. 9｢ / ﾞﾉ ﾈ+x.兩ｸ*ｨﾚ)>  YUﾘ廂mｩ4ﾈﾝi ｹUﾘ幵 
第2の 乂x Uﾘ廂_ｹd ,ﾉyﾘ   
共通事例を基に学習 7F柳糴I& [19コ学習評価問題の作成 糞 ﾈｧx Uﾘ廁ｭh ,ﾈ8ﾂﾘ  8ﾉZｩ ﾒ 
内容 儷ﾘ廂n)  ﾞﾉ ﾂ ′Do 図3.4.2-図3.4.5) 佇ｸ惠,ﾈｨ駅 _ｹd / ﾖﾈ*h.ﾆ  *ｩTｹwb  假hｼiZｩ ﾘ ｢ X ﾟH/  ｸ*ﾘ-ﾘ.ﾘ-ﾚB -ﾘ*h,H*(.I ﾉwh宿/ %B *ﾙ,xｸh+x.佛 ｸ,ﾈｨ*ｩTｹwb 
相互評価.要点の理 蘇 6ｲ [20〕要点の整理 
第3の 内容 假hｼiZｩ ﾘ,ﾉ_ｹd / yﾒ  r   教育実習捜薬の分析 ﾆ 糜DB&ﾆ rよｲ [21〕授業の発話プロトコルを作成 

















プログラム 冦ｩ4内藤E構造.~主に重ねる概念 劍戊8,ﾉz 95
全プログラ 假hｼh 榎ﾘ,ﾂ ･学生参加型 D4 ﾕﾉ (/ ｮ隲" 勍目標を明示し 向上 剌ﾈ察/自己調整(｢方略の説明｣ 劍,H 嶌+r 
ムに共通 劒(8(6ｨ5ｨ984(檠4H7ｲﾘ6z2 (齪ﾌ ,ﾉ ｸ 2凾
授業が 唸ｻ8怦ﾌYtﾈ,ﾉXB ･教科固有の内容を学 凵[PDCA構造 唸ｻ8怦ﾌYtﾈ,ﾉ< *X/  徴を理解する 做ｹ> vX,x.啝(8(6ｨ5ｨ984 理解できているこ 
わかる 勍教科固有の指導方絵 を学習方法とする 劍,h/ ｦﾙDh+x.儷ﾘ幵 
授業が 唸ｮ馮ｹ4綾8  ･2回の授業経験(2回 勍pDCA構造 唸邵,h淤  / ﾈ技術を習得 冦ｨ淤  / mｩ4鋳 啝)_ｹzｨ/ ｻ8*h. ,j2 とする授業実現の 
できる 唸 ｼh6h5X4892 ･相互評価弓管動 勍｢モニタリング｣ ･｢社会的サポート｣ r Xｻ8支 ,h,ﾉﾅr 
授業が 唸ｧx 8ｻX,ﾉ4ｲ ･学習評価問題の作成 勍pDCA構造 唸 ｼiZｩ ﾘ,ﾈ鳧ｭH,ﾂ 切な把握 hｦﾙDb 9_ｹzｨ/ ｻ8*h. ,j2 確保 
みえる 唸58wH,ﾉ|yMｸ/  ･教育実習授業の分析 勍｢モニタリング｣ 唳4ｹ 飲Xﾋ竏7H4( ｲ 
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